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論 壇

林業･林産業の振興と

木材流通問題

識
岸

ひろあき

廣昭＊瞳

{ⅢⅢⅢⅢ｜ⅢⅢl1lllllll1111lll1l1ⅢⅢⅢ｜ⅢlⅢIIIIIIIⅢⅡllll111lllllllllllⅢⅢⅢⅢ|Ⅲ11ⅢIⅢⅢ11ⅢⅢiiⅢI’Ⅲ111

林業と林産業の振興の基本は，売れるものを作るシステム作りにある。一口に

売れるものを作るといってもなかなか難しい問題であるが，近年，木材の需要が

伸びる中で国産材の供給シェアが低下していることは，国産材を供給する側に売

れるものを作るという点で，外材との競争において立ち遅れがあるのでは鞍いだ

ろうか。川下のニーズを十分把握し，それに的確に対応していく姿勢が必要であ

ろう。流通問題が重要となっているゆえんである。

戦後造林された人工林が主伐期を迎え，国産材の潜在供給力の飛躍的増大が見

込まれる現在，国産材について売れるものを作るという観点から，今後どのよう

な対策が必要となっているかについて，誌面の許す限り述べてみたいと思う。

はじめに

マーケットニーズ

の変化

近年所得水準の向上や「住まい」に対する情報がさまざまなメディアによって

提供されるようになってきたことなどから，住宅に対する消費者のニーズは多様

化してきている。消費者は，設計，資材，施行，コスト等のさまざまな注文を持

つようになっており，納得のいく形での住宅供給を求めるようになってきている。

お父さんは和室が欲しい，お母さんは便利な台所を求める，お姉さんは朝シャン

のできる洗面所が欲しい，弟はセンスの良い洋間に住みたい，また，価格はいく

らぐらいで建ててほしい，早く建ててほしい，等々の要求があり，住宅建築学者

は，それにこたえて満足のいくような住宅を建てていかねばならなくなってきて

いる。いきおい，こうした状況に対応しうる企画・設計力，営業力，技術力等の

ある大手住宅メーカーが伸長するとともに，これまで国産材による在来軸組工法

住宅の建築の担い手であった大工，工務店において大工技能者の高齢化，減少の

問題が生じ，グループ化で生き残ろうとする努力がなされている。数字でその状

況を示せば，図．lのように，木造住宅建設に占める大手の住宅メーカー（年間

1,000戸以上)のシェアは，昭和54年の7.7%から昭和60年の16.0%へと大き

く伸びてきていることがわかる。

このような住宅建築という木材流通の最終段階での担い手の変化は，木材製品

に対するニーズに大きな変化をもたらしている。

流通の担い手の変化が流通する商品に影響を及ぼす例は，木材以外でも見られ

るところである。例えば，野菜の場合，スーパーの伸長に伴い，規格化された野

菜が求められるようになってきた。レタスでいえば，直径が一定のサイズにそる＊林野庁木材流通課長

林業技術No.5711989.10
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ったものでないと商品性を持たなくなってきており，キュウリでも，一定のショ

ーケースにパックされてキチンと収まるものでないと売れなくなってきている。

木材の場合でも同様である。先に述べたように大手住宅メーカーの伸長や大

工・工務店のグループ化により，彼らの求めるものを作っていかなければならな

くなってきている。まず基本的な点は，市場の大型化に対応して，品質，量，価
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格の面で安定的な製品が求められるようになってきたということである。次に，

住宅メーカー，大工，工務店といった需要者により異なるさまざまなニーズにき

め細かくこたえていかなければならないということである。例えば，大手の住宅

メーカーは，効率的な規格生産を行う必要があることやアフターサービスが必要

なことから，狂いのない徹底した乾燥処理，防腐，防蟻，難燃等の処理を行った

一定寸法の製材品を求めている。また，中小の大工，工務店は，技能者不足や都

市部での作業スペースの確保が困難なことから，安定した品質のプレカット部材

の供給を求めるほか，設計等の住宅建築についてのソフト面での協力，支援を求

めている。木材の供給サイドはこのような木材流通の担い手のニーズ（ここでは

消費者のニーズと区別してマーケットニーズと呼ぶ）の変化をしっかり把握し，

それへの対応に努めていかなければならない。言い換えれば，従来は，どのよう

な部材でも作って市場に出せば，それなりに値が付いて，末端の大工がそれを上

手に使いこなして住宅を建築してきていたが，そのような状況ではなくなってき

ているといえる。また，反面，末端の市場が見えるようになってきており，どの

ような製品を作って売っていくべきかという方針が立てやすくなっているともい

える。

国産材のシェアの

低下とその流通面

国産材については，近年シェアが低下してきており，特に61年以降は，外材を

含めた木材の全体需要が伸びる中で，供給量そのもの力苗減少するという危機的状
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況となっている。このことは，外材に比べ，国産材が先に述べたマーケットニー

ズの変化に十分対応していないことが原因とみられる（図・2)。

米材を中心にした外材の産地においては，近年，特にわが国にターゲットを絞

った大型製材工場の建設を行うほか，多様化するマーケットニーズにきめ細かく

対応した製品を低コストで必要な量を安定的に供給する方針の下に，対日輸出の

強化を図っている。

それに対し，国産材についてはどうか。国産材の流通は，総じて零細な森林所

有者と大工，工務店等の需要者が媒介するものとして機能し，現物熟覧を基調と

する商流と物流が一体となった流通が，合理的なシステムとして定着してきた。

前述のマーケットニーズの変化は，このような国産材，特に一般材の流通につい

て厳しく変化を迫り，供給側に需要側のニーズに即した供給体制の整備を促して

いるが，関係者の零細性や役物に偏した流通，加工システムは，それへの対応を

困難なものとしている（図・3)。

このような一般材における新たな動きへの対応の立ち遅れが，国産材シェアの

低下となって現れてきているものとみられる。

での問題

戦後積極的に造成された1,000万haに及ぶ人工林が本格的な主伐期を迎えつ

つあり，潜在供給力が飛躍的に増大することが見込まれるスギ，ヒノキ等を中心

にした一般材の有効利用をいかに図るかが緊急の課題となっている。このために

は，一般材について，製品の品質の確保，量のまとまり，コストの面での外材と

の不利性を克服するとともに，変化しつつあるマーケットニーズを的確に把握し，

明確な戦略眼に基づいた市場対応を行いうる供給体制の整備が必要となっている。

アメリカを中心とする米材産地の対応は，進んでいるとはいうものの，まだ一

部にとどまっている。完全に自由化が行われており，しかも外材のシェアが7割
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図･3国産材の流通･加工の現状 資料：農林水産省「木材流通構造報告書」「木材需給報告書」等から作成
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せた製品を売っていこうという姿勢ではなく，「アメリカで作れるものを買え｣と

いうことであり，反面，アメリカ側のわが国のニーズへの適応力の不完全さを物

語るものではないかと思われる。しかしながら，今後，アメリカにおける原木需

給が逼迫する中で，日本の巨大なマーケットをねらった日米両国の製品分野の競

争がいっそう激しくなっており，アメリカもその競争力をよりいっそう付けてく

ることが容易に想像できるところであり，国産材供給側も与えられた少ない時間

の中で，相当本腰を入れた取り組みを行っていく必要があるといえる。

国産一般材の流通

システムの考え方

将来における一般材の流通システムをイメージすると,図･4のようなものになる。

図･4のイメージによると，どのような需要者(例えば大手住宅メーカーを対象

とするか，または大工，工務店を対象とするか等）に的を絞って製品を供給して

いくか，その需要者にどのような製品を作って売っていくのが良いか等を明確に

して新製品を開発し，それを安定的に供給できる体制（工業製品化のシステム）

を作り上げることが必要である。そのための加工施設等を整備していくとともに，

原木が安定的に入手できる体制を整えなくてはならない。また，工業製品化され

た木材製品を効率的に流通させるため，情報システムを整備し，受発注，生産，

在庫・物流管理，代金決裁処理，等を行っていく必要がある。

地域材振興協議会

森林組合，素材生産業者，製材業者等
合意形成の蝋

総合加工拠点原木流通拠点 製品流涌拠点

一厘｜
（
効
率
的
な
素
材
生
産
）

、
『遇

一次加工 ●品質管理

●品揃え

●共同輪配送システム

一

高次加工

要

ニーズの把握

実用

＜一一一

化 － 弓－－■ごり＝

者
－÷4--一一一一一

「PR

ぐ－－－－－原木の安定的確保と大ロット化二ゞr工業製品化」の推進とその供給体制の整備

図･4国産材産地体制整備の仕組み
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以上のような将来のイメージの実現に向けて，何を緊急になすべきか。製材段

階とそれ以降の製品の流通段階に分けて考えてみた場合，流通面での合理化を実

現するためには，売れる商品の開発とその安定供給を行うという加工段階での工

業製品化の取り組みが必要であり，まずは，この加工段階での工業製品化の取り

組みを推進していくことが緊急の課題であろう。また，この取り組みは，地元資

源を活用していく意欲が必要であること等を考慮すれば，国産材産地側で行われ

ることが必要である。

この場合，地域における取り組みの中で，もっとも困難でありかつ重要な問題

は，原料の安定供給の仕組みを作り上げることであろう。零細な森林所有者は，

森林を経営の対象とは見ず，資産の保有の手段として考える傾向があり，そのよ

うな森林所有者に計画伐採を訴えることは大変な努力を要する。しかしながら，

この問題は地域の関係者の合意の下でどうしても解決しなければならない問題で

もある。言いふるされてはいるが，森林所有者，森林組合，素材生産業者，原木

市場，製材業者等が地域の資源を有効活用していくという考え方の下にまとまり，

協力し合いながら取り組んでいくことが必要である。そのためには，地域の森林

資源の状況を把握し，そのデータに基づき森林所有者に組織的に伐採を働きかけ

ていくことが重要である。そのような働きかけは，森林所有者が安心して伐採に

応じるようなデータ（どの程度の手取りとなるのか，現在伐採することが有利か

どうか等）を十分示して行わなければならない。そのような組織的な働きかけの

仕組みを地域ごとに作り上げる必要があろう。また，それをさらに進め，森林資

源の状況のデータをきめ細かく整備すると同時に，それを基にした立木売買の市

場を形成することも検討する必要があろう。さらに，加工工場が必要とする原木

を必要なだけ入手しうるよう，原木を在庫する施設や原木を大ロットにまとめ直

接工場に入荷するための仕分けの施設も必要である。この場合，現在の原木市場

で行われている木材の値決めの仕組みに代わる新たな公正な価格決定の仕組みを，

地域の関係者の合意で作っていく必要があるだろう。

このような取り組みは，地域の関係者が一体になって初めて実現できるもので

ある。そのような取り組みを動機づけ，育てていく都道府県の役割が重要になっ

ている。また，国や中央団体が，都道府県段階では困難な技術や経営に関する情

報の提供等を積極的に行っていくことも重要である。いずれにせよ，厳しい外材

との競合を国産材が生き抜き国産材時代を現実のものとするため，関係者が力を

合わせていくことが今なによりも求められている。

＜完＞

7
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’大江礼三郎

紙を考える

1．技術がパルプ原料を生む

’

1．増大するパルプ需要

この数年,紙･板紙の1人当たり消費量は5～6

％の急激な伸びを示している。そしてわが国の紙

パルプ産業は自給自足型であって,長い間,輸出入

の規模は生産量の4％前後で推移し，輸出が輸入

を上回っていたが,昭和61年に初めて輸入のほう

が多くなり，63年は輸出の63.6万tに対し輸入

が104.5万tとなった。それでも輸入の規模は国

内消費の4．2％にすぎず，輸出を差し引いたネッ

ト輸入量は41万t,消費量の1.6%である。

紙・板紙の製品輸入がさほど増加しない理由と

して，紙は素材ではなく，機能を評価されている

商品であるためである。例えば一見，どれも同じ

ような新聞用紙であっても，高速の輪転印刷機に

かけたときの印刷品質あるいは断紙率などの作業

性をはじめ，安定供給性その他，もろもろの細か

な要求を満たしている必要がある。大部分の紙は，

製造時にすでに出荷先が決まっているものである。

このような品質要求的なものが一種の非関税障壁

的に働いて，これまで輸入が抑制されてきたよう

である。

これに対しパルプの輸入は急増している。製紙

用パルプの輸入は,昭和53年に148万tであった

ものが，63年には247万tと1.67倍になってい

る。この間の紙・板紙の生産量は149倍である。

したがって製紙用繊維原料中に占める輸入パルプ

の比率は7．5％から9．9％へと上昇している。

以上のことを裏返すと，パルプの国内生産は伸

び悩んでいた｡昭和53年の製紙用パルプの生産量

は907万t,63年は1.024万tで1.13倍にすぎ

ない｡紙･板紙の消費量,生産量の伸びに比べると

かなり低い値になっている。この国産パルプの伸

びを抑制しているのは，実は古紙の利用の増加で

あって，製紙用繊維原料中に占める古紙の比率は，

この10年間で40%から49%に増加している。

しかし，輸入パルプの嬉珈，古紙利用の向上が

あっても，しょせん，元をただせばパルプ原木か

ら出発しているわけで，紙・板紙の消費増は木材

の消費につながっている。そしてこのことは，ひ

とえにわが国のみにとどまらず，世界的に同じ傾

向にある。表･1は世界の紙･板紙の消費状況であ

って，軒並みに大きな対前年比で伸びている。表・

2はパルプ生産の状況であって，世界的に見て

1987年の対前年比伸び率は4．9％である。このよ

うな情勢を背景に，世界的に市販パルプの価格は

表｡11989年紙･板紙消費量トップ20カ国

（単位:1.000M/T)

国名 消費量｜対削年比増藏(%）

1米国

2日本
3中国
4西独

5ソ運

6英国
7フランス
8イタリア

9力ナダ
10ブラジル
11スペィン
12韓国

13台潭

14オランダ
15メキシ．

16オーストラリア
17ィンド
18スウェーデン
19ベルギ－
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(単位』1.000M/T)表･2世界の主要地域別・主要品種別1986～87年パルプ生産

パルプ合計

1986年’1987年

機械ﾉWIノブ

1986年’1987年

その他のパルプ

1986年’1987年

化学パルプ

1986年’1987年
地域

9,182

20,329
1,657

31,168

15,987
47,155
77.057
20.111
6,988
2,072

2,472

701
508

127

1,336

202
1,538

1,432

7,810

827

0
720

8,818

19,219
1,654
29,691

15,331
45,022

73,414

18,894

6.860

1,980
2431

EEC

北欧
その他西欧

西欧小計

東欧

欧j'l'l計
北 米

アジア

ラテンアメリカ

大洋州
アブリ力

5,357

12.265
1.159
18,781

13,033

31,814

57,825

9,171
5.401

1.035
1.163

5,578

12.987
1,140
19.705

13,489
33.194

60‘620

9,735

5､506

1.130
1，160

2,768
6.478
369

9,615
2,108

11,723
14,225

2,493
651

945
568

2,903

6.833

390
10,126

2,296

12,422

15,005

2,566
655

942
593

３
６
６
５
０
５
４
０
８
０
０

９
７
２
９
９
８
６
３
０
０

６
４
１
２
１
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３
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８
７

１
岸
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リ
ｃ
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ｌ
１
１
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106,409111,345130,605132,183111.587112,3271148,6011155,855世界合計

戦後，外地の大型パルプエ場を失ったパルプ製

紙産業は，国内資源のみに立脚して生産を行わざ

るを得なくなる。特に内地においてはアカマツ・

クロマツが主原料であったが，戦後の復興が進み，

パルプ・紙の生産が急増するのに伴い原木事情は

きわめて逼迫してくる。戦災家屋の再建，採炭用

坑木などの産業資材の需要なども加わり，針葉樹

材の価格上昇は著しいものがあった。

そこで戦前から技術的課題になっていた広葉樹

材の利用が昭和27年ごろから本格的に工業化さ

れる。シラカンバなどの雑広葉樹を原料としてク

ラフト蒸解と多段漂白でL・BKPを製造し，こ

れで上質紙を抄造したのである。針葉樹に比べ広

葉樹はパルプ繊維が短いので，紙の強度が低いが，

これをクラフト法を採用することによって補った。

繊維が細く短いため，むしろ地合の良い，表面の

平滑な紙となって，市場で歓迎された。亜硫酸パ

ルプに比べクラブトパルプは漂白が困難であるが，

広葉樹はもともとリグニンが少ない利点があり，

さらに効果的な二酸化塩素が漂白剤として登場し，

白色度の点も解決した。

パルプ原木は容積で取引されるが，針葉樹の比

重が0.3～0.4であるのに対し,広葉樹は0.4以上

であって，コスト的にも非常に有利であった。こ

のためL・BKPによる上質紙は瞬く間に市場を

席捲した。広葉樹パルプ材の供給には拡大造林政

策が大きく寄与したのは事実であろうが，これも

一方に広葉樹利用の技術が確立されたために初め

て成り立ち得たことである。

高騰している。

2．技術と資源

(1)北洋材から広葉樹へ

わが国のパルプ技術の歴史は，原料対策技術の

歴史でもあった。明治時代前期にヨーロッパから

機械パルプと亜硫酸パルプの製造技術が導入され

る。当時はパルプ原木としてはモミ，ツガなど材

の白くて軟らかい針葉樹のみが使用可能であった。

これらの樹種は内地では比較的高い山中の森林に

生育しており，資源的に限られていた。明治末期

には，これらのパルプエ場は，原木の入手に支障

を感じる。その結果，エゾマツ，トドマツの北洋

材資源を求めて，工場が北海道へ，樺太へと移っ

てゆく。戦前の大型パルプ製紙工場は，この地域

にあった。一方，内地にあったパルプ工場は大正

時代から北海道材を，次いで樺太材を移入するよ

うになり，大正末期から昭和初期になると，原木

のほとんどすべてを樺太からの北洋材に依存する

ようになる。つまり戦前の内地のパルプ工場は移

入材依存であった。

いうまでもなく，当時でも内地にはアカマツ資

源はあった。しかし，アカマツは樹脂分が多く，

また心材にピノシルビンが含まれ，パルプ製造時

にいろいろと障害があり，利用上困難がつきまと

っていた。しかし，材をシーズニングして樹脂障

害を減らすとか，亜硫酸蒸解時に薬液の浸透を良

くするとか，いろいろな技術的くふうがなされ，

昭和15年ごろになると,内地の工場で使われるパ

ルプ材の8割はアカマツとなる。

林業技術No.5711989.10
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図.1パルプ材の輸入先（1988年）

(2)国内材から輸入チップへ

広葉樹材は印刷紙には適しているが，クラブI、

紙，クラフトライナーのように強度を要求される

品種，あるいは新聞用紙の原料となる機械パルプ

には，針葉樹材が必要である。国内産のマツ材の

供給が頭打ちとなり,昭和40年ごろから北米の製

材廃材チップのバルク・キャリヤーによる輸入が

始まった。樹種はダグラス・ファーが主体であっ

て，ヘムロック，スプルースに比べればパルプ製

紙適性にはやや難があったが，この針葉樹チップ

の輸入はいろいろな見地から大きく評価されるべ

きことである。今でこそ，チップのバルク輸送な

ど日常的なことになったが，発想の転換という点

で意義深い。これを契機にわが国のパルプ製紙産

業は，原木の集散地に立地を求めた時代は終わり，

臨海型工業に変身をしてゆく。

かなり以前から広葉樹も海外に供給源を求めて

いた。東南アジアに探索が続けられたが，樹木の

種類がきわめて多く，大型の道管要素を持つため

印刷適性に難がある樹種が多いことをはじめ，紙

の強度，漂白性，樹脂障害などパルプ製紙適性に

おいて問題があった。またチップ産業が成り立つ

インフラストラクチュアーに欠けている場合が多

く，開発はなかなか進まなかった。昭和42年ごろ

からオーストラリアから天然ユーカリ材チップの

輸入が始まり，現在も輸入広葉樹材の主力となっ

ている。ユーカリ材はすでにオーストラリアでも

印刷紙に使われていたが，今やわが国で消費する

量のほうが比較にならないほど多い。図･1に昭和

63年のパルア材の輸入先を示す。

30354045505560年

図・2古紙回収率・利用率の推移

(3)古紙の台頭

紙の抄造に古紙（故紙）を使う歴史は，紙の歴

史と同じくらいに古い。現在,古紙の利用率は49

％に及んでいるが，昭和30年のころは20％程度

であった。古紙回収率と利用率は多少，意味が異

なり，前者は紙・板紙の実消費量に対する回収古

紙の比率，後者は製紙繊維原料中の古紙の比率で

ある。昭和30年の古紙回収率は25％，63年は49

％である。古紙を多く配合する紙・板紙の比率が

増すと利用率／回収率の比が高くなる（図・2)。

戦後の古紙利用の推移を5つの時期に分けるこ

とができる。第1期は昭和38年ごろまでの時期

で，段ボールの躍進とともに，段ボールの中しん

原紙，ジュー|､ライナーに盛んに古紙が使われ，

古紙回収率は20%台から40%近くに急上昇する。

それから昭和48年ごろまでの第1I期では､古紙回

林業技術No.5711989.10
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収率は同じ水準で低迷する。これは板紙の生産の

伸びが紙に比べて鈍化したことと，段ボール中し

ん原紙に中性亜硫酸セミケミカルパルプ

(NSSCP)が利用され始めたことが理由となって

いる。ところが，公害対策の遅れからNSSCPの

生産が減少を始めると,同時に昭和49年ごろから

古紙の回収率が再び上昇を始める。これが第IIIa

期である。そしてさらに昭和54年からは，急ピッ

チで古紙回収率が上昇する。

昭和54年末,米国の不況による住宅着工数の減

少による製材廃材の不足を理由に，輸入チップ価

格が急騰する。一方でオイルショックによる重油

価格の高騰によるエネルギーコストの増加，原木

と電力のコストが支配的な機械パルプによる新聞

用紙の生産は完全に国際競争力を失ったかであっ

た。それを古紙利用で乗り切った。

事実,昭和55年に856万nfあった北米からの針

葉樹チップの輸入は,昭和59年には547万㎡に激

減している。なお，この間に紙･板紙生産は126万

t増加している。

古紙は水中で離解すれば元のパルプに戻る。省

エネルギー省資源対策としてこれに過ぎるものは

ない。昭和52年に新聞用紙の原料として，全国平

均で古紙は10％（0.101）使用されていたものが，

57年には47％に達し,今日に及んでいる｡古紙回

収率も昭和59年に50％に達した。これまでを第

IIIb期とすることができる（表・3)。

この一両年，古紙回収率は微減の状態にあるが，

これは板紙，新聞用紙いずれも最大限に古紙を利

用しているためであろう｡昭和59年以降を第IV期

とすることができる。

古紙の利用は量的には板紙の分野が多く，段ボ

ールのライナーにも大量に配合されている。ライ

ナーも軽量化と紙力維持の要求が厳しい。新聞用

紙も軽量化と印刷適性の要求がある。これらに対

し技術的な裏付けがあって初めて現在の高い古紙

利用率が可能となっているので，これも技術が資

源を生んでいる例である。

3．これからの原料対策

北洋材からアカマツヘ，アカマツから広葉樹材

表･3紙・板紙品種別古紙消費原単位

昭和57年
(4～9月）

昭和52年
(4～9月）

0.156

0.101

0.1腿

0087

0.017

0.9閲

0.085

0.693

0.243

0.866

1.117

0.477

1.103

0.331

0.916

1201

0.693

1.097

0.251

0.466

0.142

0.034

0.002

0.819

0.037

0.829

0.446

0.890

1.059

0817

1033

0.641

1028

1127

1.157

1.099

新
印
包
薄
家
雑
紙

紙
板

間用

刷・筆記・

装用

葉

庭用薄

種

紙
画
紙
紙
紙
紙

図

葉

クラフトライナー

ジュートライナー

内装用ライナー

パルプ中しん原紙
特しん原紙

マニラボール

白ボール

特
マ
白
チ
黄
色

ル
ル
ル

紙・板紙合計 0.485

へ，そして海外チップの利用から古紙の活用と，

それぞれの時代に順応してわが国のパルプ製紙産

業は技術的に原木問題を解決し，世界第2の地位

を永く続けている。

それでは21世紀，4,000万tの時代を目前に，

これからの紙パルプ産業はどう展開すべきなので

あろうか。具体的にいうと,4,000万tの紙･板紙

のうち，仮に将来,製品として10％が輸入される

とする。残りを国内で生産するとなると3,800万

tの繊維原料が必要であり，その55％を古紙で賄

うとすれば,1.710万tのパルプが必要となる。昭

和63年のパルプ消費量は1,020万tであるから，

現在よりも690万t多い｡1,710万tの15%を輸

入パルプに依存するとしても，約430万t,原木

換算で約1,400万㎡のパルプ材が現在より必要と

なる。昭和63年におけるパルプ材の消費量は

3,470万㎡であるから，現在の約4割に相当する

パルプ材をさらに手当てする必要が生じる。

地球環境保全の動きが高まる中で，パルプ材の

あるいはパルプの供給先を確保することは，これ

までに比べいっそうの困難があると予想される。

しかも，問題は国内にとどまらず，それこそ地球

規模で解決すべき課題になった。次号でこの問題

を取り上げてゆきたい。 （続く）

(おおえれいざぶろう・東京農工大学農学部／教授）

林業技術No.5711989.10
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’ 斎藤新一郎

道路建設が森林に及ぼす影響とその軽減に対する提言

まえがき

北海道の場合には，国立公園をはじめとして，

多くの自然環境保全地域において，山岳地域の森

林を横切る国道，道々，林道などの道路建設が道

路沿いの森林の衰退や破壊をもたらすことは，こ

れまでに多くの事例から知られている。

そして，自然保護の側面から，これ以上の山岳

道路の建設に反対する強い要望が出されている。

そのため，道路を建設する側からも，従来の草生

法面工法（張芝工，吹付工）から脱皮した，木本

による修景緑化工法や，環境保全工法などの，新

たな技術開発が要請されつつあり，それが新しく

建設される道路において，いよいよ試行されよう

としている。

筆者は，北海道の各地において，自然保護や環

境アセスメントに関連して，ここ数年間，道路建

設予定路線あるいは建設して間もない道路につい

て，その周辺の森林への影響を可能な限り小さく

する対策についての研究を続けてきた。そこで，

今回，自然保護や環境保全という観点よりも，新

しい環境創造という観点から，それらを取りまと

め，本誌にその総合的な対策を提案させていただ

くことにした。本提案に対して，読者諸賢からの

コメントを切に希望いたしたい。

森林衰退の事例

調査地は，北海道の山岳地の天然林を横切る知

床横断道路(国道334号，斜里町内)，然別湖湖畔

道路(道々 726号，鹿追町内)，手稲山登山道路(市

道，札幌市)，雲石峠新道（国道277号，八雲･熊

石両町内)，阿寒横断道路（国道240/241号，阿

林業技術No.5711989.10

寒町内)，ほかである。

図･1に,道路建設に伴う森林の衰退の一事例を

示したが，いずれの調査地においても，森林の広

い伐開や長大な草生法面の造成が行われ，新しく

林縁となった部分の林木に著しい枯損が生じてき

ている。さらに，本来の林床植生も衰退して，こ

の部分における天然更新が困難になってしまって

いる。枯損・衰退の範囲は，おおよそ樹高に比例

して15～30mに達する。

図･2に,新しく林縁とされた部分の衰退の模式

図を示した。

図･1道路建設に伴う森林の衰退（模式図）



離伐方式による道路建設

道路が周辺の森林植生に与える影響を小さくす

るためには，トンネル化，上下の車線分離などが

最良手段である。しかし，これらの方式は，建設

林央木 林冠の連続

新しく林縁となった

－林冠高に－
ほぼ等しい距離

図･2新し〈林縁とされた部分の林冠木の衰退（模式図）

2．風下林分の更誕風上林分林内作業道苗木植栽

伐採前の林冠，

3．風上林分の更新苗木植栽林内作業道風下林分

13

費用を別にしても，適用範囲がきわめて限られて

いる。

そこで，道路建設による森林の衰退を軽減する

方法として，筆者は次の2つを提案する。①計画

中の道路については，離伐方式によって，林縁帯

を造成しながら，建設工事を行う，②既存の道路

については，その草生法面に対して，木本植栽を

積極的に実施する。
りばつ

ここで，離伐とは,Severancecuttingの訳語

であって，鉄道防雪林や耕地防風林の施業におい

て，更新予定の数年前に，まず，先行的な狭い伐

開を行い，新しい林縁帯をつくりつつ，1／2林帯

ずつ更新する技術である。図･3に，耕地防風林で

の離伐方式による1／2林帯更新の1例を示した。

このすでに確立されている離伐方式を，森林を

横切る新たな道路建設に適用すれば,図.4のよう

になる。つまり，工事着工の数年から十数年前で

あることが一般的であるが，道路建設の予定線が

決定した段階において，予定線に沿って，将来の

伐開幅の両側に，それぞれ幅が10～30mの離伐

を実行するのである。この離伐幅は，そこに存在

昂

図･3離伐および作業道を加えた2林分交互皆伐方式による防風林の更新

（模式図）

する森林の林冠高にほぼ等しいことが

望ましい。

この程度の伐開であれば，風害のお

それは少なく，陽性草本の侵入も少な

めである。しかも，自生の木本の発芽・

定着のための，林床への光条件がかな

り良好となる。

この離伐帯へ，周囲の母樹群から天

然生稚樹が十分に侵入した場合には，

そのまま放置して，林縁帯の形成を待

てばよいのである。もし，侵入する稚

樹の密度が不足する場合には，人工下

種や苗木植栽などの人為導入を実施し

なければならない。道路法面への侵入

木の生育状況を図・5に示す。

こうして，新しい林縁帯が形成され

つつある状態を確認したうえで，森林

伐開，切り土・盛り土法面つくり，路

盤整備，法面への木本導入，その他の

林業技術No.5711989.10
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本来の道路工事を実行してゆくことになる。この

方式を採用した場合には，離伐方式を採用しない

場合と比較して，周辺の森林への影響が著しく緩

和されるに違いない。

既存道路における林帯造成

道路法面の草本緑化と木本緑化とを，環境保全

の観点から比較すると，次のようになる。

1）草本緑化

残念ながら，外来種の導入であり，寿命（耐用

年数）が短く，周期的に施肥を必要とし，平面的

で単調であり，周囲の森林景観に調和しない。ま

た，帰化植物として自然植生を乱しやすく，公害

防止機能（大気浄化，騒音防止ほか）が低く，地

吹雪に対して，視線誘導効果がない。裸地よりも，

雪崩が発生しやすく，落石を防止する機能がない。

根張り（水土保持力）が浅く，自生種の侵入（自

然の回復力）を妨げる，などのマイナス面が多い，

といえる。

2）木本緑化

自生種の導入および侵入であり，寿命（耐用年

数）が長く，効果の持続が半永久的であり，施肥

を必要とせず，立体的で景観的な変化に富み，周

囲の景観によく調和する。また，四季折々の変化

があって，修景効果が高まる。森林を保護する林

縁帯として機能し，自然植生を保全して，公害遮

断林として機能する。さらに，地吹雪を防止して

林業技術No.5711989.10

(防雪林)，ホワイトアウトに対しての視線誘導効

果が大きく，道路交通への雪崩防止林として機能

し，落石防止林としての機能もある。根張りが深

くて，水土保持に役立ち，天然更新を期待できる，

などのプラス面が多くある，といえる。

したがって，かつての森林を部分的に復元し，

道路の修景や周辺の環境を保全するためには，可

能な限り，既存の草本法面を基礎工と併せて，木

図･4道路建設の数年～十数年前からの離伐と林縁

帯造成（模式図）

図･5伐開後の天然更新の見取
り図



森林(母樹群）

ブロック張り工

謬木本の侵入

植えつけの

あけただけのもの

木と草を別々にする

0調査地の事例

草本のみ

3．基礎工が木本と

草本の生育の場

となる方式

図･6既存の草生法面における林縁帯造成（案）

本で置き換えることが重要である。

図･6は，そのための諸方式の一部を示したもの

である。その1は，道踊討十土留工方式であり，

樹木は修景的にも，視線誘導にも役立つ。その2

は，小ステップ＋木本侵入方式である。小ステッ

プを裸地にして，自生種の天然侵入を待つのであ

る。ただし，初期の表面侵食を避けるために，小

斜面はひとまず導入草本で覆われる。そして，そ

の3は，基礎工に穴あきブロック張り工を採用し

て，木本と草本とを別々に導入し，さらに天然更

新を待つ方式である。

むすび
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緑環境の衰退は，現在，地球的な規模で，緊急

に解決を迫られる問題となってきている。したが

って，緑が豊富なわが国といえども，残された森

林をこれ以上は喪失することのないようにしなけ

ればならない。

それで，これからは，森林を横切る道路建設の

場合には，可能な限り本工事に先行した離伐方式

を用いた林縁帯つくりを採用すべきである。

また，既存の道路においても，法面を草本で覆

ってすませることなく，積極的な木本導入を行い，

林縁帯をつくり上げて，周辺森林の回復や新しい

緑環境の創造が図られるべきであろう。

(さいとうしんいちろう・北海道立林業試験場

森林環境部／防災科長）
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吉武孝

知られざる雪害
－針葉樹の埋雪脱葉現象

1．はじめに

林業における雪害の代表的な被害形態は，雪圧害や

冠雪害によって生じる幹と枝の折れや曲がりが一般的

によく知られている。今回本論で紹介する針葉樹の埋

雪脱葉現象は，林木の雪害としては，つい最近発見さ

れた新しい被害形態の1つであり，一般的にはなじみ

の少ない雪害ではないかと思われる。この埋雪脱葉現

象は，わが国の豪・多雪地帯において，スギやモミ属

を主とした数種類の針葉樹において発生している。し

かも，この脱葉現象は，融雪終期のごく短期間にしか

見ることができないため、最近までほとんど知られる

〆

一一F

写真･1スギの脱葉現象（新潟県・小松原）

写真･2ウラジロモミの脱葉現象（新潟県・小七川）
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ことがなかったようである。しかし，埋雪脱葉現象は，

一見目立たないにもかかわらず，その被害部位が林木

の成長に重要な前年葉であるために，スギやモミ属な

どの幼齢期の成長に大きな影響を与えている雪害であ

る。

2被害樹種と発生機構および成長への影響

筆者が現在までに確認している被害樹種は，スギ，

モミ属3種（トドマツ，ウラジロモミ，シラベ）およ

びトウヒなど5種である。

最初に埋雪木の脱葉現象を観察した樹種は，北海道

のトドマツで1974年のことであった。その後，さらに

新潟，群馬，山形各県内の豪・多雪地帯において，ス

ギ（写真･1)，ウラジロモミ（写真･2)，シラベ（写真・

3)，ヨーロッパトウヒなどの脱葉現象を観察し，その

現象が毎年発生していることを確認した。

脱葉現象は，積雪中において斜立状態で埋雪した樹

木の針葉が，積雪の移動に伴う強い張力によって引き

ちぎられるために発生するものである4)｡写真･4は,は

写真･3シラベの脱

葉現象（新潟県・

五味沢）



一

写真･4埋雪したスギの脱葉状況（新潟県・小松原）

1

昼

雪

写真･5トドマツの埋雪脱葉（北海道・中山峠）

じめAの位置にあったスギの針葉が斜面積雪の移動に

伴う張力によって切断され,Bの位置まで約10cnl移動

した状況を示している。また，トドマツの場合には，

1枚1枚の針葉が積雪の中で葉基部から分離しており，

すでに脱葉した枝を取り除くと写真･5のように針葉

だけが雪と凍結した状態で残る。さらに，脱葉現象は

降雪初期にすぐ倒伏する樹高1m以下の時期と，下枝

が枯れ上がって積雪に埋雪しない大きさになったもの

には発生しないのが特徴である。

被害木の脱葉率は各樹種とも20～39％に達し,激害

木では50％6》を超える被害木があった。スギの前年葉

の人工摘葉試験では，全葉量の15～20％7)に相当する

脱葉率で成長に影響が出るため，脱葉によって成長が

遅れることは間違い種いようである。

新潟県内におけるスギの脱葉被害木の年輪解析の結

果では，植栽後数年は成長が良くて，その後，連続ま

たは1年おきに成長が衰えるタイプの被害木のあるこ

とが明らかになった5)｡前者は,毎年脱葉が起きるタイ

プであり，後者は，脱葉した年の夏にほうき状に萌芽

する，短くて太い葉が生じるために，翌年は脱葉しに

くくなり，直径成長が回復する。そして，被害後2年

目に萌芽枝の先に伸長した，長い前年葉が新たに脱葉

12‘、

引

張8

強
4

さ．

(k9)0¥

○

17

●オモテ系スギ

oウラ系スギ

○

O-ずきさ。

0.511.5

針葉切断面直径(mm)

図｡lスギ針葉の引張強さ

2.0

被害を受け，再度成長が衰えるタイプと推定された。

3．脱葉現象から見たスギの耐雪性

スギの系統は大きく分けて，オモテ系とウラ系に分

類される。特に，針葉の形態的な差は顕著である。本

来，スギは暖帯産の樹種であるが，耐寒性や耐雪性を

獲得したことにより，積雪地帯にまで天然分布域を拡

大したと仮定すると，針葉の引張力の差として現れる

脱葉堂は，ウラ系スギの耐雪性の面での進化度を計る

材料のひとつといえそうである。図．lは，オモテ系ス

ギとウラ系スギの前年葉の引っ張り試験の結果7>を示

している。針葉の直径と引張力は，明らかにウラ系ス

ギのほうがオモテ系スギより大きいことがわかる。こ

のように，ウラ系スギは引張力の大きい，太い針葉を

持つことによって耐雪性を高めてきたのではないかと

思う。逆に，オモテ系スギの針葉は，長くかつ葉軸が

細いために，雪に補促されやすく，かつ引張力も小さ

いことから，耐雪性が低いとみなすことができるであ

ろう。この引っ張り試験の結果からいえば，ウラ系ス

ギの中にも，針葉の引張力の小さいクローンのあるこ

とは明らかであり，ウラ系スギといえども，耐雪性を

十分に獲得していないクローンのあることが予想され

る。

4．脱葉現象から見たモミ属の天然分布

筆者は，北海道と新潟でトドマツ造林木の脱葉現象

を調査した結果から，トドマツの針葉は形態的にエゾ

マツやアカエゾマツなどのトウヒ属に比べて，針葉が

大きく，雪圧を受けやすいために，雪に対する抵抗性

が弱いのではないかと考えている。

トドマツが雪に弱いと仮定すると，図･2に示すトド

マツの天然分布域が全道的に分布している実態から見

て，一見，妥当性を欠くように思えるかもしれない。

しかし，トドマツは，落葉広葉樹林やエゾマツ・アカ

エゾマツ林などの中に侵入していく傾向が強い樹種で
ひご

あり，上木の庇護の下で勢力を拡大するタイプではな

林業技術No.5711989.10
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図･2モミ属4種の天然分布と最深積雪深1m以上の地域

いかと思う。また，トドマツ天然林は，上木のない風

害跡地に出現することがあるが，自然状態のままの風

害跡地は，地表に風倒木が散乱しており，その下にあ

るトドマツの稚幼樹は，雪圧の影響を回避されている

ため，順調に成長するものと思われる。おそらく，埋

雪脱葉現象の生じやすいトドマツは，他の樹種が雪圧

を軽減する大きさにまで達した後に更新していく性質

を持っているのではないだろうか。

次に，モミ属4種の天然分布')と脱葉現象の関係に

ついて仮説を述べる。脱葉現象が認められているトド

マツ，シラベ，ウラジロモミの3種のうち，トドマツ

は図.2に示すように，最深積雪深lm以上3)の地域に

多く分布しているが，ウラジロモミ(四国地域は除く）

は，最深積雪深1m以下の所に多く，雪を好まない樹

種と思える。一方，シラベは両者の中間的な位置に分

布しているようである。

四手井2)は，東北地方の裏日本側の出羽丘陵から越

後山脈にかけて，針葉樹林帯を欠く山が多いことの原

因として，雪圧説を主張したが，筆者も，本論で紹介

した脱葉現象が雪圧害の一種であることから，針葉樹

の脱葉現象は，裏日本側の豪・多雪地帯のモミ属3種

の分布を制限している因子のひとつではないかと考え

ている。

5．脱葉現象と林業上の問題点

北海道では，最近10年間で，脱葉(枝枯れ)現象に

よって，著しい生育障害に陥ったトドマツ造林地が延

べ1万ha以上もあり，北海道の林業上深刻な状況下に

ある。この被害の原因については，雪圧害と枝枯れ病

害の2説があり，それぞれの発生機構について研究が

行われている。図･3は，トドマツの造林を実施するう

えで参考にしてもらうために，雪圧害を対象にして作

成した資料8)である。この図は,平均最深積雪深1m以

上,最大積雪水量409/cIf以上かつ,根雪日数150日以

図･3トドマツ埋雪木の推定脱葉現象発生地帯

上の地域の4月20日以降の残雪域および脱葉現象発

生地の位置を参考にして脱葉発生地を推定している。

この危険地帯内でトドマツを植林する場合は，樹下植

栽などの雪圧回避策を講じる必要がある。

6おわりに

本州と北海道の豪・多雪地帯では，冬季に埋雪され

る数種の常緑針葉樹の幼齢木において多量の前年葉を

失う脱葉現象が発生している。この現象はこれまで，

ほとんど知られていなかった新しい形態の雪害である。

（よしたけたかし・森林総合研究所企画調整部

／企画室長）
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鹿島春美

今後のしいたけ振興のあり方
特用林産振興検討会での討議から

1．はじめに

しいたけを巡る情勢が激しく変化している。

昭和62年を境に安価な中国産の乾しいたけが，

大量に輸入されるようになり，同時に，海外市場

においても中国産との競合が激化し，わが国の輸

出が大幅に減退した。このため，乾しいたけの生

産者価格の低迷を招いている。

一方，生しいたけについても他の生鮮きのこと

の競合に加え，台湾等からの輸入の動きも見られ

るなど，予断を許されない状況になってきた。

しいたけは数多い特用林産物の中でも，特に重

要な作目である。

特用林産物には，しいたけ等のきのこ類のほか

に，たけのこ，樹実類，山菜，薬草等食用になる

もの，竹材，桐材，漆，木炭等非食用のもの等多

くの種類がある。これら特用林産物は，山村地域

の農林家にとって，短期間で収入が得られる貴重

な現金収入源となっている。

生産額を見ると,昭和63年の特用林産物の総生

産額は3,650億円に達し，林家の林業収入の4割

強を占めている。また，きのこ類の生産額は2,500

億円で，特用林産物総生産額の2/3強を占め，こ

の中でしいたけは乾・生合わせて1,300億円とき

のこ類の5割強を占めている。

近年，国民の食生活が健康指向，自然指向，本

物指向に向かう中で，他のきのこ類がその生産を

順調に伸ばしているのに対し，しいたけだけが厳

しい状況を迎えている。

以上のような状況の中で，特用林産振興検討会

(座長：田中恒寿農林漁業信用基金副理事長）は，

林野庁長官の依頼を受け，昭和63年10月から平

成元年5月の間に6回にわたり，今後のしいたけ

振興のあり方について検討を行ってきた。検討会

では「需給問題」「流通問題」「生産問題」を多方

面から検討し，今後のしいたけの振興策がまとめ

られた。

本稿は，この検討会で論議された，今後のしい

たけ振興のあり方について，概要を取りまとめた

ものである。

2．需給問題

乾しいたけの輸入量は従来100t前後で推移し

てきたが，円高の進行，中国におけるしいたけの

生産力および輸出力の増強により，急速に増加し

てきた。一方，輸入量については従来3,000~
4,000tで推移してきていたが，わが国最大の輸出

市場である香港において中国産にシェアで1位の

座を奪われるなど大幅に減少した。このため，昭

和63年においては,輸出入量がほぼ均衡するレベ

ルに達した（表．1，2，3)。

中国産の乾しいたけは，大半が菌床栽培（オガ

屑培地による栽培）により生産され，わが国の乾

しいたけの半値以下で取引されていることから，

海外においては需要の質的な低下を引き起こして

いる。また，国内では価格に加え取引のロットが

大きいことから，業務用の分野に浸透している。

国内の需要構造の変化も見られる。食生活の簡

便化により，家庭用の需要の減少に対し業務需要

が増加の傾向にある。また，家庭用需要において

は，特に乾しいたけにおいて世代間に消費量の差

が見られる（表・4)。

林業技術No.5711989.10



20

表･1乾しいたけの輸入 (単位：トン，千円）

60年年61年

金額｜数量｜金額

曄
一
金

｜’63年
額｜|数量｜金額国名 数量 数量

鐘
中
香
そ

国
国
港
他

刀
馴
３
’

164,243

114,058

7019

86

38

173,769

60,740
６
０
７
０

７
９
２
７

166,946

1,278,028

48,687

478

73

1,769

23

2

150,415

2,626‘365

31,612

13,450の

計 140 1241234,509285,320 893 1,494,13911,86612,821,842

注）大蔵省貿易統計

表･2乾しいたけの輸出状況 (単位：トン，千円）

60年 61年

数量｜金額

62年 63年

国名 数量 金額 数量 金額｜数墨 金額

香港

シンガポール

アメリカ

マレーシア

カナダ

オーストラリア

イギリス

その他

０
２
７
０
１
４
８
８

１
８
６
３
７
３
２

９
６
３
２

？１ 9,234,126

3,114,344

1,720,453

1,057,999

280,072

152,569

44,510

172066

2,124

654

376

247

62

33

11

31

7.752,723

2,098.326

1,286,041

778,527

187,957

112,319

48,387

143,361

1,732

379

296

75

35

30

12

75

7,091,851

1,411,921

1,017,544

241,555

126,081

111,738

48,512

422,901

1,364

242

129

34

11

9

8

68

5,038.679

798,207

442,656

99,692

37.933

33,231

28,795

355,160

計 3,330 15,776,139 3,538 12.407,641 2,634 10,472,103 1,86516,834,353

注）大蔵省貿易統計

表･3香港における乾しいたけ輸入の推移 (単位：トン）

、、 韓国尻ﾗニ日本｜ｼｪｱｰ 中国｜ｼェアー ｼﾝガボー ﾙ|ｼｪｱー 合計｜シェアー 実質成長率
■■

1984年

1985年

1986年

1987年

2,457

1,971

2.163

1,795

６
９
１
４

８
７
７
４

190

215

557

2,062

「
Ｊ
〃
ｎ
ｕ
ｕ
ｎ
八
〕
洞
刑
Ｉ

〃
０
０
戸
ｈ
Ｊ

134

257

275

148

５
０
９
４

１

2,847

2,510

3,044

4,049

100

100

100

100

9．3

0.8

11.0

12.0

’
１
１
０

５
Ｆ
○
４

１
２

注)HongKongTadeStatistics,ジェトロ「ジェトロデイリー通商弘報」

表・4乾しいたけの需要構成の推移，眺専であ島必要である。

内需特に低迷傾向にある家庭用需要の拡大に

ついては，多様な消費者ニーズに見合った販売方

法の構築，調理方法の普及，健康食品の面からの

アプローチが重要である。このため，例えば使い

やすく買いやすい販売，料理学校・カルチャーセ

ンター等での講習，きのこの保健機能の調査分析

による宣伝普及等を拡充強化する必要がある。

業務用需要の拡大については，今後ますますそ

のシェアが増大してくることが考えられることか

ら，安定供給，安定価格，規格の統一等を進める

とともに，大口需要者に対する継続的な宣伝活動

が必要である。

注）全国椎茸商業協同組合連合会調べ

以上のような，近年の急激な需要構造の変化に

対処するためには，現状を十分認識したうえで，

総合的な需要拡大運動を展開する必要がある。需

要拡大は，内需の拡大と外需の拡大に分けられる

が，いずれの場合においても，推進組織の強化を

図り，それぞれに応じたコスト負担を行うことが
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業務用

家庭用

贈答用

輸出用

計

昭和36年

309

36

5

29

100

昭和46年
Ｃ
／３
８
７
２

３
３
２
100

昭和57年
Ｃ
／７
６
０
７

３
２
１
２

100

昭和61年

429

24

10

24

100



新商品の開発は，需要拡大を進めるうえで重要

な課題である。食生活の簡便化に対応し，インス

タント化や他の食材との組み合わせによる商品の

開発などが考えられる。このため，食品加工業や

外食産業など異業種との連携のもとに，組織的に

開発に取り組む必要がある。また，食品以外の分

野でも，薬効などの研究成果が発表されており，

新たな分野での用途開発も考えられる。

一方，海外における需要拡大については，香港

においては上質のもののニーズが高く，欧米では

価格問題や食習慣の違い等の特徴がある。各国の

需要動向を十分に把握したうえで，それに応じた

効果的な宣伝活動の強化力鷺必要である。特に，近

年では欧米においても，健康志向の高まりから，

しいたけに対する関心が高まってきている。また，

これまでもマッシュルームを中心に，きのこの食

習慣はあることから，料理方法等を含めて宣伝活

動を進めることにより，新たな市場の開拓は可能

であると考えられる。

3流通問題

乾しいたけの流通構造は，生しいたけに比し複

雑であり，生産者価格と小売価格の開きが大きく

なっている。また，業務用需要増，家庭用需要減

という需要構造の変化の中でも，流通構造は変化

していない。さらには，家庭用需要の小売の形態

の中でも，乾物屋等の専門店から，スーパー等の

量販店へと移ってきている。

このため，流通機構の簡素化が求められている

が，現行の複雑な流通規格の簡素化が必要である。

本来，流通規格は消費者のためにあるべきもので

あるが，消費者にとって必ずしもわかりやすいも

のとなっていない。消費者ニーズに見合った簡素

なものにしても，十分に目的は達せられるし，流

通コストの低減に結びつくものと考えられる。ま

た,，増大する業務用需要増にこたえるためには，

見本取引とか随意契約等新たな流通仕組みの構築

が必要である。現在の流通仕組みは，小売を目的

とした仕組みであることから，大口取引には不向

きとなっている。さらに，将来的な方向としては，

他の食品等で行われているような流通システム等
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情報の整備拡充が必要となってくる。このことに

より，消費者ニーズを即時市場や生産者に反映す

ることが可能になる。

輸出に関する流通問題としては，輸出検査の問

題がある。乾しいたけの輸出に関しては，輸出検

査制度があり，わが国の乾しいたけの声価の維持

の面で，これまで貢献してきたところである。し

かしながら，国際市場に対しわが国が独占的に供

給してきた時代から，国際競争の時代へと移る中

で，検査規格は必ずしも取引の実態にマッチした

ものとはいえなくなってきている。特に，低価格

の製品が流通していることもあり，円滑な輸出を

促進するために，輸出検査規格の見直しが必要と

なってきている。

4．生産問題

しいたけ栽培は，植菌してから収穫するまでの

期間が長く，自然条件に影響を受けやすいことか

ら，安定供給上の問題がある。特に近年は，異常

気象が連続しており，その影響が大きく生産量に

響いている。加えて，中国等海外の技術の追い上

げもあることから，技術開発の推進が求められて

いる。

技術開発の方向としては，これまでは優良しい

たけの種菌開発に主眼が置かれてきた。このため，

栽培技術の難度が増すとともに，自然条件の影響

を強く受ける傾向があった。今後は，栽培条件上

の広適応性，用途に見合った多収穫菌や高品質菌

等，目的に応じた技術開発が必要である。

また，近年菌床栽培が各地で行われてきている

が，技術的に未解決の部分も多いことから，菌床

栽培の技術開発にも取り組む必要がある。

しいたけ栽培の担い手については，小規模層が

減少しているのに対し，一定規模以上の層が増加

している。しいたけ栽培は，従来は農林業の複合

経営として進められてきたが，今後はこれに加え

て，専業的な生産者に対する対応が求められてい

る。また，担い手の高齢化が進行するとともに，

余暇の増大といったような社会構造の変化も見ら

れ，しいたけ栽培に関しても新たな役割が求めら

れてきている。

林業技術No.5711989.10
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図･1しいたけ栽培の収益性

注）農林水産省統計情報部「しいたけ生産費調査報告」

したがって，今後の振興施策を進めるにあたっ

ては，それぞれに応じた施策を進める必要がある。

従来からの複合経営的な生産者については，現

行施策のいっそうの拡充を図るとともに，新たに

しいたけ等特用林産物を媒体として，都市部との

経済面のみならず，社会的，文化的な交流を通じ

て真に豊かな地域づくりの推進，高齢者の生きが

い対策としても，しいたけ栽培の振興を図る必要

がある。

一方，専業的な生産者については，中核生産者

として自立できるよう，生産基盤や生産施設の整

備を図ることが必要である。また，さらに付加価

値を高め，安定供給による安定価格を図るため，

生産者の組織化を行うことにより，産地銘柄化を

推進することが有効であると考えられる。

また，菌床栽培については，これまで技術的に

未熟な部分もあり，施策の対象外としてきたが，

市場において一定の評価を確保しつつあり，高齢

者対策等のため，施策の対象に加える必要がある。

この場合においては，技術的な検証を行うことは

当然のことであるが，併せて，食品としての安全

確保や適正表示の徹底などにも十分留意する必要

がある。

しいたけ栽培の収益性については，乾・生とも

に低下の傾向が見られ(図．l)，その原因は生産費

の増嵩と，生産者価格の低迷にある。このため，

生産費の低減に努める必要があるが，生産費は原

木価格に大きく影響を受けており，その原木は全

国的に見れば不足していないものの，生産先進地

域での原木不足の傾向が見られる。前述したよう

に，菌床栽培についても施策の対象として考える

必要があるが，今後とも，しいたけ栽培は原木栽

培が基本である。原木確保のため，森林施業での

広葉樹の導入，分収造林制度の活用も含め，積極

的に原木林の造成に努めるとともに，原木の円滑

な流通にいっそう努めることが必要である。

5．おわりに

今回の検討会において，今後のしいたけ振興の

あり方が取りまとめられた。さらに詳しい内容に

ついては，報告書の全文を一読していただきたい

と考えている。

特用林産対策室としては，今後，関係機関とも

調整しながら，その実現を図っていき，しいたけ

等特用林産物の振興を通じて，山村地域の発展の

一助となることを切に願っている。

(かしまはるみ・林野庁林産課特用林産対策室

／課長補佐）

林業技術No.5711989.10
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枝形質に関する親子相関および遺

伝率

ロアカマツ自然受粉家系の樹幹，

当年枝，針葉形質に関する変異，

親子相関および遺伝率

く研究資料＞

ロアカマツ自然受粉家系の球果・

種子の形質の親子回帰による遺伝

率の推定
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神奈川県林業試験場研究報告

第16号

平成元年3月

神奈川県林業試験場

く論文＞

口昭和61年春期冠雪害の神奈川

県における森林被害の発生機構と

今後の対策に関する研究

く資料＞

口神奈川県における人工林の生産

力⑩－スギ，ヒノキ林の立木

の形状と丸太利用材積の予測資料

の作成

口神奈川県における広葉樹立木幹

材積表の調製

関する調査

口薬用植物の林地における栽培技

術の開発

ロオウレンの栽培技術体系の確立

に関する研究

ロマツタケ菌感染苗の育成に関す

る研究

ロスギ・ヒノキ穿孔性害虫被害の

防除技術に関する総合研究

ロスギカミキリの防除適期とその

防除について

千葉県林業試験場研究報告

第6号
平成元年3月

千葉県林業試験場

ロ山武林業地の林相とその推移

口薬剤散布によるマツノザイセン

チュウ病予防効果の検討一一地上

散布の場合

口千葉県におけるスギの樹勢調査

一一社寺林のスギについて

ロマテバシイを利用したシイタケ

栽培一一原木採取地における伏せ

込み方法の検討

口林業経営に関するアンケート調

査･解析－特に森林組合への作

業委託について

林業試験場研究報告No.354

(林業）

平成元年3月

森林総合研究所

ロヒノキとサワラの種間交雑の捻

性と雑種の識別

口高密度のアカマツ林の一次生産

の解析

ロトドマツ人工林の成立に及ぼす

育成乳牛放牧の影響

く研究資料＞

口林試東北支場苗畑における長期

堆肥連用試験

林業試験研究報告第8号
平成元年3月

東京都林業試験場

口林業試験林に植栽された7年生

スギクローンの生育特性

口東京都水道水源林におけるカラ

マツーヒノキ混交林の更新地の

植生

ロキジの環境選択について

口林業試験林のスギ・ヒノキ幼齢

林の生育状況

ロアンケート調査結果から見た林

業生産活動及び林業労働力につい

ての一考察

九州大学農学部演習林報告

第60号

平成元年3月

九州大学農学部附属演習林

口九州地方におけるアカガシ林の

立地環境

口緑地の土壌環境に関する研究(1)

－－沿岸地における常緑街路樹の

土壌と生育

口地方消費地市場における木材流

通の分化

口同一林分で生育したスギ品種内

の木材性質のバラツキ

林業試験場研究報告No.355

(林業・林産）
平成元年3月

森林総合研究所

口材質育種に関する研究第Ⅲ報

一岩手植栽試験地のアカマツ

家系

ロアカマツ自然受粉家系の仮道管

長の変動と遺伝率の推定

ロアカマツ自然受粉家系の年輪構

造および収縮性能の変動と遺伝率

の推定

ロアカマツ自然受粉家系の繊維傾

斜度の変動と遺伝率の推定

ロァカマツ自然受粉家系の成長，

高知県林業試験場研究報告

第17号
昭和63年12月

高知県林業試験場

口枝打機（自動枝打機）の最適使

用方法確立に関する研究

口特用原木林の育成技術に関する

総合研究一コナラ植栽方法と初

期生育

口林地における山菜の栽培技術に

林業技術No.5711989.10
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新生森林総合研究所
一課題と目標－その’

生産技術部

作業技術科
奥田吉春

はじめに－森林作業の合理化･システム化へ

今回の組織再編によって，作業技術科は「作業

の合理化・システム化」を主たる研究対象とする

ことになった。旧機械化部時代の作業科に属する

作業第一，第二研究室，機械科に属する林道研究

室が行ってきた研究を基盤にして，新たに「作業

計画」「労働科学」「林道」の3研究室で構成され

ている。作業計画手法の開発や林業労働の科学的

評価を行い，作業の安全化・効率化の技術を発展

させるとともに，環境保全と作業効率を一体化で

きる路網の配置や施工法の検討を行うなど，各分

野の研究を深化させる。さらに，それらを林業の

中に体系化・総合化して生かしていく技術，つま

り森林作業のシステム化技術の確立を目的とした

研究の拠点の1つとしての役割を期待されている。

林業を取り巻く厳しい環境の中で，森林・林業

に対して多様化・高度化した国民的要請にこたえ

るために，その発展基盤としての新たな技術体系

の構築が求められている。そのためには，森林が

活力ある林業生産活動の場になっていなければな

らず，種々のアプローチによるコストダウンの達

成が至上命題となっている。そこでは，やはり労

働生産性の向上が基本のひとつとなろうが，では

｢どうしたらよいか｣と問われることが多い。この

林業技術No.5711989.1()
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問題とともに，森林作業研究において考えなけれ

ば鞍らない問題として「いかにあるべきか」の問

題がある。前者は目標を達成するための手段や方

法を明らかにする「ポトムアップ」の取り組みで

あり，後者は目標そのものを明らかにする「トッ

プダウン」のやり方である。要は安全で能率向上

の観点から，｜､ツプダウンの姿勢を基本にしポト

ムアップの成果をうまく結びつけていく研究，こ

れを森林作業のシステム化研究の基盤にしていく

必要がある。

森林作業は，人間力職械・器具を使っての森林

へのすべての働きかけと考えれば，これらの要素

をどのようにつかむかによって研究の在り方も変

わってくる。ここでは，作業技術科の基本的考え

方と研究領域について簡単に述べる。

当面の重要な課題

作業技術科には大課題が2つ設定されている。

1つは「作業技術の改善と作業体系の確立」であ

り，その中には，さらに次の2中課題が設定され

ている。

(1)作業計画法の改善と作業システムの確立（作

業計画研究室）

作業の改善，合理化を効果的なものにするため

には，「システム設計の方法論の確立」（システム

化）がどうしても必要である。これまで種々の方

法が試みられたが，実務的にこなしきれない面が

多かった。森林作業システムでは，実際的・具体

的な方法論が要求される一方，事業規模がまちま

ちであったり，作業条件が多岐にわたることから，

種々の作業技術の選択と組み合わせが複雑になっ

’
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ならない。このため，環境保全を考盧し自然的条

件や利用の態様に即応した適切な路網配置計画法

の確立や，施工技術の向上を図るほか，簡易路網

の低コスト適正工法選択手法の開発など，森林路

網の計画・施工技術の高度化を図るための研究を

行う。

新しい研究方向と将来の目標

林業工学分野における作業研究や林道研究は古

くからの課題であり，これまでに多くの蓄積がな

され，森林作業や路網の計画・施工法の改善が行

われてきている。しかし，これらは個別技術とし

ての成果が中心であって，現実の要請に対して必

ずしも実効あるものとはなっていないのが実情で

あり，さらに個別技術の体系化・総合化・システ

ム化が強く求められている。森林作業のシステム

化研究が，これまでの個別研究を出発点として，

現実の森林・林業の動きの中で，その研究領域を

拡大するとともに，絶えず新しい研究手法を取り

入れながら研究を展開していく必要がある。その

ために考えられる主な研究テーマは次のようなも

のであろう。

①森林作業情報の把握評価法の確立と作業技術

選択手法の開発

②林業の労働科学的評価法の検討と安全適正作

業法の確立

③経済性および環境保全を考慮した路網計画・

施工技術の改善ならびに体系化

ここでは各研究室の課題を並列的に挙げたが，

これらは決して目新しいものではない。林業生産

活動の発展基盤として作業技術や路網は欠くこと

のできないものであり，林業における作業システ

ム化研究は常に古くて新しい問題である。しかも，

林業における高性能機械の導入など作業システム

が大型化・複雑化してくるにつけ，ハードとソフ

トを結びつけるシステム化研究がますます重要に

なってきている。しかし，森林作業システムとい

う実践的な研究領域では，地道ではあるが作業現

場から課題を拾い上げ，成果の有効性を検証する

という姿勢が必要である。現場から遊離した数字

のもてあそびでは，先導的役割を果たせないし，

てくる。そのうえ，その組み合わせの適否が作業

コストに大きく影響することになる。このため，

作業条件や作業功程，林業機械の技術的特徴等を

把握するとともに，作業システムの改善のための

評価法や作業計画法の確立が不可欠であり，これ

ら森林作業システムの高度化技術の開発のための

研究を行う。

(2)作業強度の軽減と労働安全性の確保のための

作業技術の改善（労働科学研究室）

森林作業システムを管理し，実行し，作業を現

実に機能させるにしても，実際に作業を担うのは

人間である。したがって，作業のシステム化を推

進しようとするとき，そうした主体である人間を

なおざりにはできない。ことに林業労働者の減少

および高齢化現象が進む中で，森林作業の効率化

と併せて作業の安全性の確保や，作業強度の軽減

を図ることが，急務を要する問題となってきてい

る。また最近では，作業技術の分野でも人間の動

作や特性の法則性を知り，それによく合致した機

械や作業方法の設計を目途としたアーゴノミクス

(Ergonomics)的研究が発展しつつある。このた

め，森林作業の作業強度を評価し，人間と機械・

器具や作業方法との調和を図るための安全・人間

工学的評価や労働災害原因分析等によって，作業

の安全性や快適性を確保するための方策を研究す

る。

大課題の2つ目は,｢森林路網の計画及び施工技

術の高度化」であり，次の1中課題が設定されて

いる。

(1)林道・作業道の計画法と作設・管理技術の改

善（林道研究室）

路網（林道・作業道）は単なる木材搬出や資材

輸送用の道ではなく，ある広がりを持った森林空

間に配置された生産基盤としてとらえられる道が

問題となる。さらに，それらは森林作業の効率性

や経済性に影響するばかりでなく，自然条件とし

ての地形，土質，水環境，社会経済的な立地や土

地利用の在り方にも関係する。森林路網は，この

ような自然的ならびに社会経済的条件と調和のと

れた形で森林作業システムの基盤とならなければ

ひ

１

１
１

林業技術No.571.1989.10



26

林業の発展に寄与することもできない。

こうしたことから，林業における実践的な課題

への取り組みを原点とする森林作業のシステム化

研究は，現場に根ざした古くて新しい問題ではあ

るが，林業機械化の進展と相まって，それらをよ

り広い枠組みの中で深化・発展を図っていくこと

が将来の目標でもあろう。

当面の重要な課題

大課題「林業機械及び装置の開発・改良」には

次の3つの中課題が設定されており,｢造林機械等

の開発･改良」は造林機械研究室，「伐出機械の開

発･改良」は伐出機械研究室，「林業機械の自動制

御技術の開発」は自動制御研究室が主に担当する

が，プロジェクト研究など重点的，優先的に解決

すべき研究は各研究室が協力し，協同して実施す

ることになっている。

各中課題の研究内容は次のとおりである。

1．造林機械等の開発。改良

造林作業はいまだ人力作業に依存する部分が多

く，その作業強度も高い。林業労働力の減少と高

齢化が進む中で，造林作業の労働生産性と安全性

の向上を図り，作業強度を軽減するためには，本

格的な機械化を推進しなければならない。まず，

林地の条件に応じて地栫え，植付け，下刈りなど

各種作業を行う走行性能の高いベースマシンの開

発研究が不可欠である。このため，車両系機械開

発の基礎資料とする土一車両系の問題を解明す

る。また，装軌車両の連結構造を基本とする連結

装軌形不整地走行車両の開発に取り組む。

次に，植付機や枝打機など育林保育機械の自動

化機構については基礎データの収集と問題点の整

理を行うとともに，地栫えや地かきなどの作業機

について，改良，実用化に焦点を絞って研究を進

める。さらに，チェーンソー，刈払機などの手持

ち機械について，振動，騒音防止の観点から諸現

象を解明する。

2．伐出機械の開発・改良

厳しい地形条件下で大形重量物を対象に行われ

る伐出作業は，元来エネルギー多消費型であり，

労働負担も大きく危険性も高い。しかも，作業種

や事業規模作業場の条件，対象物の種類や大き

さなどによって，その生産過程や生産手段も多種

多様となっている。このため，伐木造材から集材，

積込みまでの各工程に使用される伐出機械および

装置について取り組む。まず，集材架線の索張り

方法について各々の特質を明らかにし，集材作業

条件に応じた適切な選択と適用を可能とする評価

生産技術部

林業機械科
辻井辰雄

はじめに

生産技術部に属する林業機械科は，旧機械化部

機械科のナンバー研究室から名称の変わった造林
機械研究室と伐出機械研究室，さらに今回の組織

再編で新設された自動制御研究室を加えた3研究

室で構成されている。

林業の機械化は労働生産性の向上や作業強度の

軽減，安全性の向上を目ざして進展してきたが，

林業労働力の減少と高齢化が進む中で林業生産の

各工程において，いっそうの省力化と低コスト化

を図ることが必要である。一方では複層林，天然

林施業などの公益的機能を重視したきめ細かな作

業を行うことが求められている。

こうした問題に対処していくためには，エレク

トロニクス技術やセンサ技術などの先端技術を活

用した高性能な機械を開発するための研究を進め

る必要がある。そして，林業機械の性能向上と安

全化を図るとともに，自動化，無人化などによる

徹底した省力化を推進することが必要に迫られて

いる。

以上のような背景を踏まえて，研究基本計画で

は研究問題「林業の機械と森林作業技術体系の確

立」を解決するため，林業機械科が中心となって

担当する大課題「林業機械及び装置の開発･改良」

が設定され，作業技術科と一体となって低コスト

化に取り組み，森林・林業の活性化を目ざして研

究を推進することになっている。

Ｆ
Ⅱ
Ｌ
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方法を求めるとともに，集材機の移動性を高める

タワー集材機についてタワーの高さと構造，ドラ

ム機構と操作方法など具体的な改良点について検

討を加え，実用性の高い集材機の開発を目ざす。

また，伐出用機械器具類の安全性や伐出用車両の

走行性能について期待できる性能を調べ，開発・

改良に役立てる。さらに，急傾斜における作業性

能や安全性の向上，低コスト化をねらいとして，

枝払い・玉切装置を主とする多工程処理機の開発

と，十分な性能を発揮させるための各部分機構と

それらの有効な関連について検討する。

3．林業機械の自動制御技術の開発

林業機械を飛躍的に発展させるためには，セン

シング技術など自動化技術を活用して，急傾斜や

不整地に対する適応性が高く，省力化を実現でき

る新しい高性能機械の開発研究が必要となってい

る。

まず，車両系機械については林業用のベースマ

シンとして用いることができることを主眼として，

段軸車両や歩行式機械の機構の検討と自動制御シ

ステムの開発を進める。また，急傾斜不整地を走

行できる車両の地形傾斜判別のためのセンシング

技術と，下刈作業における植栽木と雑草木を判別

するセンシング技術などについて開発調査を行い

基礎データを収集し，これらの研究成果を基に自

走式下刈機のための制御装置の開発に取り組む。

さらに，架線集材の自動化を図るため，集材機搬

器の位置と架線張力などの高精度な検出装置や自

動制御システムの開発研究ならびに，無人化走行

をねらいとした自律移動機の位置検出手法の開発

についても研究を進める。

刊行のお知らせ

森林航測辮;駕駕，
＊第158号（1989年9月25日発行）内容

植生と土壌－小笠原諸島母島のカルスト台地の植生と土
壌／人工地すべりの発生と流動について一静岡県由比にお
ける野外実験から／地下水排除工のための地温深査法／紋様
百態一空から見た大地の表情／平成元年度森林測量事業予
算の概要／森の履歴書一徳島県黒川地区の地すべり

｜

’
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新しい研究の方向

最近におけるエレクトロニクス技術，材料科学，

エネルギー関連技術などの科学技術の進歩は目覚

ましく，社会・経済を支えるすべての技術の高性

能化，自動化を可能にしようとしている。

林業機械の開発研究においても，低コスト化を

目ざしてこれらの先端技術を活用して高性能化，

自動化を図ることが至上の命題となっており，技

術革新の成果をいかに活用するかが研究のポイン

トであって，こうした要請にこたえるための課題

の設定と組織化がいっそう重要になるであろう。

特に，複雑多様なわが国の地形に適合し，林地

地形を克服するためには，極限に近い高度な自動

制御技術や対象物の探知技術など林業独自の難し

い課題に取り組まねばならない。これらについて

は今後の関連技術の進歩に合わせて解決の糸口を

見いだすべく，基礎的分野の研究にも力を注ぐべ

きである。

将来の目標

林業生産のいっそうの低コスト化を図るために

は，生産手段である林業機械の高性能化や自動化

を通じた技術革新に期待が寄せられている。特に

自動化やインテリジェント化の延長線上にある林

業用ロボットは，森林作業の効率化，高精度化を

もたらす技術として，21世紀林業の担い手と期待

されている。

林業機械の開発研究も機械に判断力を持たせ，

各種の情報を通じて状況を判断しながら自力で作

業を行うロボット化技術の確立を目ざして，研究

の遅れを取り戻すべく，研究分野をさらに充実し

ていきたい。

1990年版林業手帳のお知らせ

標記については，12月初旬完成を目指して，ただ

いま編集中です。今回は，付録記事を見やすくする
ことに留意し，大幅な改訂を行いました。複雑で見
にくい記事は整理し，その分，予定表を翌年3月分

まで確保し，電話番号控も増やしました。
来年も林業手帳をご愛用ください。編集部

発行日本林業技術協会

林業技術No.5711989.10



28

粉
二
石
ヲ
得
」
と
あ
り
、
古
い
時
代
に
は
こ
れ
を
食

料
に
供
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

葉
も
若
い
う
ち
に
ゆ
で
た
り
、
粉
を
混
ぜ
、
餅
に

し
て
食
用
に
す
る
ほ
か
、
若
い
枝
の
内
皮
を
麻
の
代

用
と
し
て
、
縄
や
む
し
ろ
を
編
む
の
に
利
用
し
た
と

い
う
。
ま
た
、
中
島
今
吉
の
『
最
新
和
紙
手
漉
法
』

に
は
「
朝
鮮
の
楮
紙
製
造
者
は
、
山
林
に
自
生
す
る

は

落
葉
喬
木
た
る
ハ
ル
ニ
レ
の
皮
を
剥
ぎ
、
其
の
亜
皮

よ
り
良
質
の
粘
液
を
抽
出
し
て
、
抄
紙
用
に
供
す
る

そ
う
で
あ
る
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
こ

の
木
の
内
皮
か
ら
粘
液
を
抽
出
し
て
紙
を
す
き
、
こ

れ
を
桶
紙
と
称
し
た
も
の
で
、
愉
紙
の
名
は
、
わ
が

国
の
正
倉
院
文
書
に
も
見
え
る
。
こ
う
し
て
み
る
と

ヌ
ル
ム
の
ヌ
ル
は
、
日
本
語
の
「
ぬ
る
ぬ
る
」
と
か

「
ぬ
め
る
」
と
い
っ
た
こ
と
ば
に
関
係
の
あ
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

ｚ
匡
冒
日
と
い
え
ば
、
英
語
の
堅
日
、
ド
イ
ツ
語
の

口
冒
の
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
自
昌
①
な
ど
に
似
た
感
じ
だ

が
、
こ
の
語
は
ラ
テ
ン
語
の
昌
日
易
か
ら
派
生
し
た

も
の
で
、
イ
ン
ド
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
族
に
共
通
し
て
お

り
、
こ
れ
に
な
ん
ら
か
の
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。

ニレ1毛詩品物図孜」

形
態
・
分
布
な
ど
ニ
レ
科
の
ハ
ル
ニ
レ
と
オ
ヒ
ョ

ゥ
は
落
葉
大
高
木
で
北
地
に
多
く
、
北
海
道
か
ら
九

州
、
朝
鮮
半
島
、
中
国
北
部
に
あ
り
、
オ
ヒ
ョ
ウ
は

東
シ
ベ
リ
ア
、
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
ま
で
分
布
し
て
い
る
。

ハ
ル
ニ
レ
は
四
～
五
月
ご
ろ
葉
に
先
だ
っ
て
、
四
本

の
紫
色
の
雄
し
べ
が
目
に
つ
く
小
花
を
束
生
す
る
か

ら
春
ニ
レ
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

オ
ヒ
ョ
ウ
も
ま
た
よ
く
似
た
花
を
春
に
開
く
が
、

雄
し
べ
が
五
～
六
本
あ
る
。
翼
果
は
五
～
六
月
に
熟

へ
ん
ぺ
い

し
、
扁
平
で
楕
円
形
、
長
さ
約
一
・
五
セ
ン
チ
の
翼

が
あ
り
、
ハ
ル
ニ
レ
は
翼
の
上
部
に
果
実
が
あ
り
、

オ
ヒ
ョ
ウ
は
中
央
部
に
つ
い
て
い
る
。
ニ
レ
類
の
葉

は
表
面
が
ざ
ら
つ
き
、
基
部
は
左
右
が
不
同
に
な
る

特
徴
が
あ
る
。
ハ
ル
ニ
レ
の
葉
は
倒
卵
形
、
長
さ
三

～
十
セ
ン
チ
で
先
が
と
が
り
、
へ
り
に
重
鋸
歯
が
あ

る
が
、
オ
ヒ
ョ
ウ
の
葉
は
倒
広
卵
形
で
先
が
三
～
五

尖
裂
す
る
の
で
区
別
し
や
す
い
。
ハ
ル
ニ
レ
の
枝
に
コ
ル

ク
層
が
発
達
し
た
も
の
を
、
こ
れ
を
コ
プ
ニ
レ
と
呼
ぶ
。

ア
キ
ニ
レ
は
本
州
中
部
以
西
か
ら
九
州
、
朝
鮮
半

島
、
中
国
の
暖
地
に
分
布
し
て
い
る
。
葉
は
長
さ
二

～
五
セ
ン
チ
で
ハ
ル
ニ
レ
よ
り
小
さ
い
。
花
は
九
月

に
咲
き
、
翼
果
は
十
～
十
一
月
に
熟
す
か
ら
秋
ニ
レ

と
呼
ば
れ
、
果
実
は
翼
の
中
央
に
あ
る
。

福
井
地
方
で
は
ニ
レ
類
を
方
言
で
ニ
ベ
と
呼
ぶ
が
、

こ
の
名
は
樹
皮
の
粘
性
を
ニ
ベ
科
の
魚
の
浮
袋
を
材

料
に
し
て
つ
く
っ
た
粘
着
力
の
強
い
に
か
わ
（
膠
）
、

ニ
ベ
（
漂
膠
）
に
た
と
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
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日
本
に
産
す
る
ニ
レ
の
仲
間
に
は
、
ア
キ
ニ
レ
、

ハ
ル
ニ
レ
、
オ
ヒ
ョ
ウ
な
ど
が
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
ア
キ
ニ
レ
は
暖
地
性
の
樹
木
で
、
街

路
樹
に
よ
く
用
い
ら
れ
る
。
東
京
で
初
め
て
こ
れ
が

植
え
ら
れ
た
の
は
、
江
東
区
の
俗
称
「
四
十
丁
通
り
」

で
、
こ
の
地
は
も
と
も
と
川
だ
っ
た
関
係
で
水
位
が

高
く
、
そ
の
た
め
湿
っ
た
土
地
に
強
い
ア
キ
ニ
レ
を

植
え
た
の
だ
と
い
う
。
こ
ん
な
ふ
う
に
、
ア
キ
ニ
レ

は
、
河
原
の
よ
う
な
水
気
の
多
い
土
地
に
よ
く
育
つ

の
で
カ
ワ
ラ
ケ
ャ
キ
の
名
で
も
呼
ば
れ
る
。

私
の
最
近
移
り
住
ん
だ
横
浜
の
金
沢
区
の
新
興
住

宅
地
で
は
、
メ
ー
ン
ス
ト
リ
ー
ト
の
両
側
に
見
事
な

ア
キ
ニ
レ
の
並
木
を
設
け
、
途
中
に
架
け
ら
れ
た
橋

に
は
、
「
あ
き
に
れ
ぱ
し
」
と
い
っ
た
気
の
利
い
た
名

前
ま
で
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
ハ
ル
ニ
レ
は
寒
地
性
で
、
東
北

や
北
海
道
に
多
く
、
こ
と
に
札
幌
市
の
ご
と
き
は
、

街
路
樹
用
に
盛
ん
に
こ
れ
を
植
え
、
ニ
セ
ァ
カ
シ
ァ

と
並
ん
で
、
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。

北
海
道
の
ア
イ
ヌ
が
、
こ
の
木
で
も
っ
て
火
切
杵

木
の
名
の
由
来

19

一

一

し

と
火
切
臼
を
作
り
、
火
を
起
こ
す
こ
と
は
よ
く
知
ら

れ
て
お
り
、
ア
イ
ヌ
語
で
こ
の
木
を
チ
キ
サ
ニ
と
呼

ぶ
の
は
、
「
我
々
が
火
を
も
み
出
す
」
と
い
う
意
味
だ

と
い
う
。
更
科
源
蔵
の
言
タ
ン
生
物
記
』
に
は
、

ハ
ル
ニ
レ
の
木
に
雷
が
落
ち
て
燃
え
出
し
、
こ
れ
に

よ
っ
て
火
を
得
た
と
い
う
次
の
よ
う
な
内
容
の
神
話

を
紹
介
し
て
い
る
。

「
ハ
ル
ニ
レ
の
女
神
は
、
天
上
界
随
一
の
美
人
で
、

神
々
の
あ
こ
が
れ
の
的
に
な
っ
て
お
り
、
な
か
で
も

雷
神
は
こ
と
の
ほ
か
熱
心
で
、
あ
る
日
雲
の
上
か
ら

身
を
の
り
出
し
て
女
神
の
婆
に
見
と
れ
て
い
る
う
ち
、

足
を
踏
み
は
ず
し
て
、
真
っ
逆
様
に
ハ
ル
ニ
レ
女
神

の
上
に
落
ち
て
し
ま
い
、
そ
の
た
め
女
神
は
身
ご
も

り
、
男
児
を
生
む
。
こ
れ
が
ア
イ
ヌ
の
文
化
神
ア
イ

ヌ
ラ
ッ
ク
ル
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
女
神
は
、
自
ら
子

供
を
育
て
ら
れ
な
い
の
で
、
こ
れ
を
天
上
の
造
化
神

に
託
し
て
育
て
て
も
ら
う
。
や
が
て
成
長
し
た
ア
イ

ヌ
ラ
ッ
ク
ル
は
、
生
ま
れ
故
郷
の
地
上
に
戻
り
、
魔

神
や
悪
神
と
闘
っ
て
、
地
上
に
平
和
を
も
た
ら
し
、

人
類
の
始
祖
と
な
っ
た
」

深
津
正

小
林
義
雄

こ
の
神
話
は
、
雷
神
の
種
を
宿
す
と
い
う
こ
と
に

よ
り
、
ハ
ル
ニ
レ
の
発
火
材
と
し
て
の
適
性
を
暗
示

す
る
と
と
も
に
、
火
が
万
物
生
育
の
根
源
で
あ
り
、

人
間
の
幸
せ
の
基
で
あ
る
こ
と
を
象
徴
し
て
お
り
、

興
味
深
い
。

こ
の
ほ
か
《
ニ
レ
の
仲
間
に
オ
ヒ
ョ
ウ
（
オ
ヒ
ョ

ウ
ニ
ヒ
が
あ
り
、
北
海
道
、
四
国
、
九
州
に
分
布

す
る
が
、
北
海
道
に
特
に
多
く
、
そ
の
樹
皮
お
よ
び

内
皮
か
ら
と
っ
た
繊
維
を
、
ア
イ
ヌ
語
で
ア
シ
と
い

い
、
ア
シ
を
と
る
木
の
意
味
で
オ
ヒ
ョ
ウ
ニ
レ
を
ア

あ
っ
し

ツ
ー
と
称
し
、
こ
れ
が
内
地
語
に
転
じ
て
厚
司
と
な

っ
た
と
い
う
。
ま
た
オ
ヒ
ョ
ウ
も
、
ア
イ
ヌ
語
の
オ

ピ
ュ
ウ
に
由
来
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

さ
て
、
ニ
レ
の
語
源
で
あ
る
が
、
『
大
言
海
』
に

ヌ
レ

は
雨
「
滑
ノ
転
、
ナ
メ
ラ
カ
ナ
ル
意
か
」
と
あ
り
、
加

ヌ
し

茂
百
樹
の
『
日
本
語
源
』
に
は
、
「
粘
滑
の
義
、
こ
の

な
づ

木
質
よ
り
名
く
」
な
ど
と
あ
る
が
、
ニ
レ
に
当
た
る

朝
鮮
語
名
室
昌
目
に
基
づ
く
と
い
う
説
が
有
力
で

あ
る
。
ハ
ル
ニ
レ
は
、
母
種
の
ト
ウ
ニ
レ
を
含
め
て
、

ち
み
つ

朝
鮮
半
島
の
至
る
所
に
産
し
、
材
質
が
堅
く
、
織
密

な
た
め
、
同
地
で
は
船
や
車
、
家
具
な
ど
に
作
り
、

ま
た
内
皮
之
輸
皮
（
冒
巨
冨
弄
‐
勺
三
）
と
称
し
て
、
漢

方
で
緩
和
剤
に
用
い
、
ま
た
は
つ
き
砕
い
て
、
米
の

粉
や
松
葉
の
粉
な
ど
を
混
ぜ
、
蒸
し
た
り
油
い
た
め

に
し
て
食
べ
、
と
き
に
は
、
瓦
や
石
を
接
着
す
る
の

に
用
い
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。
わ
が
国
で
も
、
『
延

喜
式
』
の
内
膳
司
の
条
に
、
「
愉
皮
一
千
枚
、
搗
キ
テ
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限
ら
な
い
が
、
そ
れ
を
素
材
と
し
て
、
出
来
上
が
っ

た
も
の
ば
か
り
を
見
て
い
る
と
、
真
価
が
わ
か
ら
な

い
。
仏
像
ひ
と
つ
見
て
も
、
や
は
り
人
間
は
そ
の
素

材
を
よ
く
研
究
し
て
い
る
。

カ
ッ
ラ
の
巨
木
を
見
て
、
こ
れ
自
体
を
仏
の
形
に

し
て
し
ま
お
う
と
思
っ
た
人
も
い
た
。
「
立
木
観
音
」

と
呼
ば
れ
る
カ
ッ
ラ
が
あ
る
。
私
は
そ
れ
を
日
光
の

中
禅
寺
湖
畔
で
見
た
。
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
遅
き
に

失
し
た
と
い
う
人
も
多
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
観
光

カツラの木の幻想 (画・筆者）

客
と
し
て
、
い
ち
は
や
く
そ
れ
を
見
て
し
ま
う
と
、

お
そ
ら
く
、
た
い
し
て
感
動
も
せ
ず
に
接
し
た
こ
と

だ
ろ
う
。
し
か
し
、
あ
る
秋
の
一
日
、
そ
れ
も
ウ
イ

ー
ク
デ
ー
で
あ
っ
た
の
で
、
私
が
出
会
っ
た
と
き
の

「
立
木
観
音
」
は
、
観
光
客
も
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ

た
。
そ
れ
だ
け
に
、
カ
ッ
ラ
の
樹
と
の
出
会
い
と
い

う
感
が
深
か
っ
た
。

「
立
木
観
音
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
そ
れ
に
接
す
る

と
、
お
そ
ら
く
「
観
音
」
と
し
て
そ
れ
を
見
て
し
ま

う
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
が
一
本
の
カ
ッ
ラ
の
樹

自
体
な
の
だ
、
と
い
う
目
で
接
す
る
と
、
そ
こ
に
、

人
間
の
持
つ
心
情
と
い
う
も
の
が
ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ

プ
さ
れ
て
く
る
。

中
禅
寺
湖
畔
の
旅
館
街
か
ら
湖
岸
を
南
へ
、
十
五

分
ほ
ど
歩
く
と
、
そ
の
「
立
木
観
音
」
が
あ
る
。
大

き
な
寺
の
中
に
納
ま
っ
て
い
る
の
で
、
外
側
か
ら
は

な
ん
の
変
哲
も
な
い
一
つ
の
寺
に
す
ぎ
な
い
が
、
寺

内
に
入
る
言
と
、
な
る
ほ
ど
、
こ
の
仏
像
は
自
然
に
生

え
て
こ
こ
に
育
っ
た
巨
大
な
カ
ッ
ラ
の
幹
を
仏
像
に

し
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
十
一
面
観
音

が
彫
り
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
根
が
つ
い
て
い
る
仏
様
で
す
」

と
い
う
の
を
聞
く
ま
で
も
な
く
、
そ
れ
は
カ
ッ
ラ

の
樹
そ
の
も
の
な
の
で
あ
る
。
仏
様
の
足
元
は
コ
ン

ク
リ
ー
ト
で
固
め
て
あ
る
が
、
地
の
底
か
ら
こ
の
仏

像
は
立
っ
て
い
る
。
「
立
木
観
音
」
と
は
、
よ
く
名
付

け
た
も
の
で
あ
る
。

「
肩
ま
で
は
一
本
の
カ
ッ
ラ
の
樹
で
す
」

そ
の
高
さ
は
五
メ
ー
ト
ル
以
上
あ
る
。
両
腕
に
千

手
を
象
徴
さ
せ
る
た
く
さ
ん
の
手
が
出
て
い
る
が
、

こ
の
部
分
は
別
の
樹
を
付
け
た
も
の
だ
が
、
見
上
げ

る
と
、
圧
倒
さ
れ
る
高
さ
で
あ
る
。
床
下
に
四
メ
ー

ト
ル
ま
で
根
が
入
っ
て
い
る
と
い
う
。

し
よ
う
ど
う

日
光
を
開
山
し
た
奈
良
時
代
の
修
行
僧
、
勝
道
上

人
が
彫
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
調
べ
て
み
る

と
、
平
安
時
代
の
作
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て

も
、
作
者
を
云
々
さ
せ
な
い
存
在
で
あ
る
。

こ
の
観
音
は
カ
ッ
ラ
の
樹
ゆ
え
の
荘
厳
さ
が
あ
る
。

一
般
の
寺
の
中
に
置
か
れ
た
仏
像
と
は
違
う
。
そ
れ

は
樹
そ
の
も
の
だ
か
ら
だ
。

カ
ッ
ラ
は
東
日
本
に
多
い
と
い
っ
た
が
、
日
光
も

中
禅
寺
湖
の
北
に
そ
び
え
る
白
根
山
へ
行
っ
て
み
た

ち
、
ヒ
ロ
ハ
カ
ッ
ラ
と
い
う
樹
種
が
あ
っ
た
。
名
の

と
お
り
、
葉
が
広
い
の
で
あ
る
。
円
形
で
あ
っ
た
。

幹
も
普
通
の
カ
ッ
ラ
と
違
っ
て
裂
け
目
が
な
い
。

ｒ

白
根
山
で
出
会
っ
た
人
が
教
え
て
く
れ
た
。

「
昔
は
オ
オ
バ
カ
ッ
ラ
と
い
っ
た
ら
し
い
で
す
よ
」

な
る
ほ
ど
、
大
き
な
葉
だ
か
ら
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

そ
の
人
は
笑
っ
て
、
付
け
加
え
た
。
お
お
ば
か
づ
ら

「
オ
オ
バ
カ
ッ
ラ
と
い
う
と
、
大
馬
鹿
面
と
受
け
取

る
人
が
い
た
ら
し
く
、
ヒ
ロ
ハ
と
変
え
た
ん
だ
な
」

白
根
沢
と
呼
ば
れ
る
沢
の
中
で
、
私
た
ち
の
笑
い

声
だ
け
が
妙
に
響
い
た
。
ヒ
ロ
ハ
カ
ッ
ラ
の
樹
は
、

ど
ん
な
気
持
ち
で
聴
い
て
い
た
ろ
う
か
。
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秋
と
い
え
ば
『
い
わ
ゆ
る
モ
ミ
ジ
や
カ
エ
デ
よ
り
い
う
字
は
、
中
国
で
は
モ
ク
セ
イ
の
樹
の
こ
と
な
の

も
、
私
は
カ
ッ
ラ
の
独
特
な
色
変
わ
り
を
、
東
北
地
で
あ
る
。
そ
れ
が
平
安
時
代
か
ら
日
本
で
は
別
の
樹

方
の
山
や
山
肌
と
と
も
に
思
い
出
す
。
カ
ッ
ラ
と
い
の
名
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
中

う
樹
と
の
出
会
い
は
、
他
の
樹
種
と
違
っ
て
、
た
ま
国
で
は
日
本
で
い
う
カ
ッ
ラ
の
樹
の
こ
と
を
、
「
連
香

に
し
か
な
か
っ
た
せ
い
も
あ
っ
て
か
、
妙
に
印
象
が
樹
」
と
呼
ぶ
よ
う
で
あ
る
。

深
い
の
で
あ
る
。
私
が
旅
先
で
見
た
カ
ッ
ラ
の
樹
は
、
秋
の
山
肌
の

人
間
の
掌
を
連
想
さ
せ
る
カ
エ
デ
と
違
っ
て
、
力
中
で
、
特
別
大
き
な
姿
態
を
見
せ
て
い
た
。
カ
ッ
ラ

ッ
ラ
の
葉
は
人
間
の
心
臓
を
思
わ
せ
る
形
が
い
い
。
の
樹
は
稀
少
価
値
だ
が
、
育
て
ば
、
こ
ん
な
に
大
き
く

卵
型
と
い
う
形
容
を
す
る
人
も
い
る
が
、
私
は
「
ハ
な
る
も
の
か
、
と
出
会
う
た
び
に
感
じ
る
の
で
あ
る
。

ｌ
卜
型
」
と
あ
え
て
い
い
た
い
。
新
緑
の
と
き
の
葉
た
い
て
い
、
根
元
の
部
分
が
数
本
に
な
っ
た
感
じ

の
透
明
な
感
じ
の
薄
緑
も
い
い
が
、
秋
も
葉
に
透
明
で
、
根
張
り
を
見
せ
て
い
る
。
異
様
な
根
づ
き
方
で

度
の
あ
る
紅
化
が
い
い
。
あ
る
。
そ
し
て
一
見
も
う
立
ち
枯
れ
て
い
る
の
か
と

東
北
地
方
も
、
み
ち
の
く
と
呼
ば
れ
る
奥
羽
山
脈
い
う
感
じ
な
の
に
、
じ
っ
は
生
き
生
き
と
し
た
葉
が

の
山
懐
で
見
た
カ
ッ
ラ
の
紅
葉
が
す
ぐ
思
い
出
さ
れ
頭
上
に
繁
っ
て
い
る
。
札
幌
の
円
山
公
園
で
見
た
力

る
と
い
っ
た
が
、
カ
ッ
ラ
は
西
日
本
に
は
少
な
い
よ
ツ
ラ
の
樹
は
林
を
見
せ
て
い
た
。
聞
け
ば
、
や
は
り

う
で
あ
る
。
桂
離
宮
と
い
う
存
在
は
、
カ
ッ
ラ
の
樹
天
然
記
念
物
で
あ
っ
た
。

を
連
想
さ
せ
る
が
、
実
は
無
縁
で
あ
る
。
こ
の
桂
は
「
ア
ン
グ
サ
レ
し
て
ね
」

京
都
の
西
を
流
れ
る
桂
川
か
ら
採
っ
た
も
の
で
あ
る
。
と
、
地
元
の
人
が
言
っ
た
の
で
、
妙
な
現
象
だ
と

カ
ッ
ラ
と
い
う
樹
は
、
桂
と
は
違
う
の
で
あ
る
。
思
っ
て
聞
い
て
み
る
と
、
老
い
た
カ
ッ
ラ
の
巨
木
の

だ
か
ら
、
私
は
あ
え
て
片
仮
名
で
書
い
た
が
、
桂
と
幹
の
中
が
、
お
菓
子
の
中
の
〃
ア
ン
コ
〃
の
よ
う
に

森
へ
の
旅

玩
カ
ッ
ラ
の
樹
の
変
身

岡
田
喜
秋

な
っ
て
腐
る
ら
し
い
。

「
昔
は
太
い
幹
を
輪
切
り
に
し
て
野
天
風
呂
を
作

っ
た
と
い
い
ま
す
」

秋
の
北
海
道
は
、
カ
ッ
ラ
の
浴
槽
で
野
天
風
呂
に

入
っ
た
の
か
。
う
ら
や
ま
し
い
旅
情
で
あ
っ
た
。
ア

イ
ヌ
民
族
は
、
カ
ッ
ラ
で
丸
木
舟
を
作
っ
た
の
で
あ

る
。
そ
れ
は
内
地
の
ス
ギ
な
ど
と
違
っ
て
、
豪
華
だ
。

カ
ッ
ラ
は
外
見
と
違
っ
て
、
意
外
に
削
り
や
す
い
。

そ
し
て
磨
く
と
光
沢
が
出
る
。

「
樹
皮
に
タ
ン
ニ
ン
が
多
い
か
ら
で
し
ょ
う
」

と
、
札
幌
で
碁
盤
を
作
っ
て
い
る
職
人
が
教
え
て

く
れ
た
。
碁
盤
と
い
え
ば
、
カ
ヤ
で
作
る
の
が
普
通

だ
が
、
北
海
道
で
は
カ
ッ
ラ
で
あ
る
。
北
海
道
の
カ

ッ
ラ
は
格
別
な
価
値
が
あ
る
よ
う
で
、
寿
司
屋
に
入

っ
て
聞
い
た
ら
、
板
前
さ
ん
の
使
っ
て
い
る
調
理
台

も
カ
ッ
ラ
で
あ
っ
た
。

こ
の
樹
に
対
す
る
最
初
の
認
識
が
北
海
道
で
あ
っ

た
の
は
視
野
が
狭
い
せ
い
か
、
と
思
っ
て
い
た
が
、

そ
の
後
、
関
西
、
九
州
で
聞
い
て
み
る
と
、
西
日
本

に
は
少
な
い
樹
で
、
例
え
ば
、
仏
像
を
い
ち
は
や
く

作
っ
た
大
和
路
や
京
都
で
も
、
素
材
に
カ
ッ
ラ
は
少

な
い
。
京
都
の
寺
に
残
る
木
彫
り
の
仏
像
の
素
材
は
、

ほ
と
ん
ど
が
ヒ
ノ
キ
で
あ
る
。
奈
良
で
は
ヒ
ノ
キ
と

ク
ス
ノ
キ
で
あ
る
。
広
島
で
は
カ
ヤ
が
多
い
。

カ
ッ
ラ
は
東
日
本
の
樹
な
の
だ
、
と
私
は
あ
ら
た

め
て
知
っ
た
。
「
樹
を
見
て
森
を
見
ず
」
と
い
う
言
葉

が
あ
る
が
、
旅
を
す
る
こ
と
は
大
切
で
あ
る
。
樹
に
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の映像が電波に乗って全国の茶の

間に流れた途端に，営林署のおじ

さんは悪の権化となった。ある全

国紙の著名な記者がこれに追い打

ちをかけ，林野庁の小役人は「無

知蒙昧」で「傲慢不遜」のうえに

｢唯我独尊｣こんな連中に国民の大

切な山を管理させるなんて許せな
ばり

い。といった罵耆雑言を浴びせた

ものだ。当時，天然広葉樹林を択

伐であろうとなんであろうと伐採す

ることは，非道きわまりない行為

であるとの風潮が世間を支配し，

林業者は頭を抱えて嵐を避けるこ

とに終始せざるを得なかった。

熱帯雨林問題も広葉樹林問題も

その根っこは同じである。事実誤

認，いや無知から生まれた結論を

正義の味方，月光仮面のおじさん

が声高に言いふらした結果，皮相

的な世論形成となったことは間違

いない。

森林はさまざまな態様のものが

あり，さまざまな機能を発揮しな

農材鶴
｢無知｡誤解こ な」んなものいらい

9月11日から3日間，「地球環

境保全に関する東京会議｣(日本政

府，国連環境計画の共催）が行わ

れたのを機に，マスコミもいっせ

いに環境問題のキャンペーンを始

めた。

地球の温暖化，フロンガスによ

るオゾン層破壊，酸性雨，熱帯林

の減少，砂漠化の進行などの問題

ひとつをとってもショッキングな

事態であるが，この際，森林・林

業に携わる者として，わが国の森

林・林業と自然保護について少々

斜めから考えてみることにした。

熱帯雨林減少の元凶は日本だと，

国際世論もわが国の自然保護論者

もそしてマスコミも口をそろえる

が，こういうのを付和雷同という。

主因は現地民の焼畑であり燃料採

取であり過放牧で，そのどれもが

今日の糧を得るためであって，だ

てや酔狂でもなければ主義主張で

もなく，ただ，今日を必死に生き

るためのせいなのだ。ということ

を知らないのか，あるいはうすう

すは知っていても自己主張を格好

つけるために唱えている。と思う

のは，こっちが斜めすぎるのか。

数年前に国有林の広葉樹伐採

が，世評をわかした。知床や岩手

の葛根田，青秋林道での白神山地

などがいっせいに吹き出した。知

床では自然保護の名を借りて一躍

時の人になった女性戦士？が，伐

採を予定した立木に抱きついて月

伐らないで－伐らないで一##・こ

の増加となった。供給量について

は，外材が7,537万㎡で4．4％増

加したのに対し，国産材は3,309

万㎡で0．2％減少した。木材需要

のうち，しいたけ原木，薪炭材を

除いた用材について見ると，自給

率は292％となり,初めて3割を

下回った。

国産材の供給量は長期にわたり

減少傾向で推移してきており，最

近の木材需要の拡大過程において

も，供給量の大宗を占める丸太の

生産量は減少を続けている。これ

を59年を100とする指数で見る

と，61年から減少に転じ，63年に

は95となっている。これに対し，

スギ，ヒノキの丸太生産量は，60

年から増加に転じ，63年には，そ

臓鐵:鱗議議難議驚嫌麟鶏

国産材時代のきざし

昭和63年の木材需給表が公表

された。これによると，木材需要

量は1億846万㎡で前年比2．9％
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図･2スギ，ヒノキ人エ林蓄積の増加(56年→61年）

資料：林野庁業務資料「森林資源現況」

54555657585960616263年

図･'丸太生産量の推移（59年=100)

資料：農林水産省「木材需給量調査」
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がら大生物集団として自ら新陳

代謝を操り返している。人間は

森林の営みの中からその産物を

人間の生活に必要な分だけ謙虚

に上手に利用する知恵を持って

おり，それを否定されると何を

かいわんやである。分厚い新聞

を発行し，紙おむつをふんだん

に使いながら「伐らないで－｣。

これを自己矛盾という。

林野庁は最近，わが国の林業

は「育てる林業」から「伐る林

業」の時代にさしかかったとい

う。1.000万haに及ぶ人工造林

地がようやく収穫期を迎えるわ

けで，これから新しい伐採が各

地で展開されることになるが，

今度はせっかく植え育てた森林

を伐採するのは.〃けしからん.〃

と世論喚起に及ぶ御人が現れな

いという保障はない。皆さんな

らどうする？。
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冒

噸

昌
男

：ここ3年間，勤めの関係からくなった。大木のマツが消えた§
：毎週1回，東京と名古屋の間を跡には，ツバキ，トベラ，カシ,胃
:：往復していたが，新幹線の車窓ヤマモモ等が植えられ，若いマ爵

闘＃から見るマツ枯れの被害の激しツと混生している。”
瞥さに心を痛めていた。秋深いこほとんどのマツカ苗枯れたこの＃
Mろ，モミジに混じって赤褐色と地方でも，美浜町の｢煙樹ヶ浜」＃
＃なり生気のないマツ樹が立ち並の約90haのクロマツ林は町の囎
淵んでいる様は，マツの墓場のよ人々に守られて健在であった。：lI

Iうでそら恐ろしさを覚えた。マ江戸時代から植え継がれ,大正＃
＃ツノザイセンチュウという外かのころに近藤浩一郎画伯によっ＃
|｜らの侵略者ならではの，苛酷なて「霞に煙る」と讃美されたこ；
：攻撃である。の松原は，「日本の名松100選」閉

M小林富士雄氏（森林総合研究（1983年),｢日本の白砂青松100§
＃所長）によると，マツ枯れの被選」（1987年）にも選ばれてい§
＃害が初めて記録されたのは，明る･1960年代の終わりごろ侵略ヨ
鯏治の末，長崎だったという。そ者が襲ってきたとき，町ぐるみ旨

＃れまでは美しいマツ林が日本ので防除にあたったという。薬剤胃
＃風景美をつくり，豊かな情感もを散布し，伐倒駆除を行い，現冒
：育てていた。万葉集にある有間在も空中散布を続けている努力胃
§皇子の絶唱｢磐代の濱松が枝が実を結んだのである。冒
爵を引き結び真幸くあらば120年生ぐらいの大木から植呂

§また還り見む」（巻一)もそのひえたばかりの幼いマツまで元気冒
冒とつである。マツの枝を結んでに育っているこのマツ林に立つ冒
冒幸せを祈った薄幸の人の哀れさたとき，祖先から承け継いだ美昌
gは，限りなき緑の生命を保つ美しい林をいつまでも守ろうとす旨
冒しいマツ林を背景として，そのる町の人たちの熱意を感じた。冒
冒悲愁もひときわである。だがこ外からの侵略者に対して自らを冒
昌の地も，澆在ではマツノザイセ守り抜いたのは，「郷土愛｣とい冒
昌ンチュウの攻撃を受けてマツ林う長い歴史に培われたひたむき昌
二は激減し，「結び松の碑｣のみがな人間の自然愛の心があったか目
冒ぽつねんと建っているにすぎならなのであろう。（筒井迪夫）冒
anUDOO叩Ⅷ”叩0曲M、、ﾛ”雷”冒量且窪醒窪謹言曽薩師哩”聖霊壼霊霊霊冒頭諦醐顕壺

れぞれ111,106となっている

(図・1)。

一方，わが国の森林資源は，戦

後，積極的に造成してきた人工林

を中心に，しだいに充実してきて

おり，56年から61年までの5年

間に，総蓄積で3億8,000万㎡，

15％の増加を示している。このう

ち，スギ，ヒノキの人工林につい

て見ると，蓄積の増加は，それぞ

れ28，29％となっており，とりわ

け5～8齢級では49,60％と著

しく高くなっている（図・2)。

このような資源の充実を背景と

したスギ，ヒノキの丸太生産量の

増加は，国産材時代のきざしとも

見ることができる。木材製品の輸

出圧力の高まりなど，国産材を巡

る環境の厳しさが増す中で，今後，

供給量の増大が見込まれる国産材

の供給体制の整備が急がれる。
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ペインの有名建築家ガウデイによ

る建物について，わが国の建築家

が，「それは鬼気迫る神技であり，

塊による構造物である」と，言っ

たほどの独創的建築物である。し

かし，彼の建築物を写真や映像で

見る限り，部分部分は岩石のよう

な塊りであり岩壁を思わせる壁面

であっても，いくつかの高い尖塔

のある聖家族教会の全体の姿はだ

れが見ても，明らかに人々が深い

信仰を寄せるカトリック教会であ

るし，バルセロナの市街地の道路

に面して建つ，洞穴のような窓々

が並ぶビルは，両隣から左右に連

続するビル群と同じ程度の高さを

保ち，異様な形の各階の窓も，他

のピルの窓と一線に並んで、街の

家の姿と町並み

人には姿があり，同様に家にも

姿がある。人の姿の優劣は，顔つ

き体つきのほかに，服装も含めて

評価される。服装は，いる場所に

ふさわしいかどうかが，重要な評

価要因になる。つまり，今どきち

ょんまげ大刀の武士姿でいたので

は，映画製作所や劇場以外は，い

かに立派な衣装を着ていても．人

は面白がるだけで優れた姿とは思

わない。

家の姿の評価には，家がある場

所に似合っているか否かが，きわ

めて重要な因子となる。そして，

人々が良い姿の家を造ることを心

がけるならば，自然と新しい町並

みが形成されるはずである。

例えば，鬼才天才といわれたス

一
宮
屋
屋

雨
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一
一

麓
》
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町並みの生活装置

（玄関わきのファーニチャー）

建築設計家

滝沢隆（禁無断使用）

川''''1lllllll I
大宇陀町での家の姿
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林業における労働災害の度数率

は全産業の約6倍，2番目に高い

港湾運送業と比べても2倍と飛び

抜けて高く，また，事故の起因別

死傷災害発生件数の約4割が自然

環境等となっている。このこ.とは，

林業の作業場所が傾斜地で同一条

件の場所はなく，作業の1回1回

が作業者にとっては新しい経験で

あり，作業に定常性がなく，個興

の作業者の注意力を喚起する以外

に有効な災害防止対策がないこと

によると考えられる。

国有林においては，法令等によ

る各種の労働災害防止の措置はも

とより，現場の安全担当者には，

日々の作業の中で労働安全の確保

に対する注意を喚起し続けること

を常に求められ，各現場現場で労

働災害防止の方策がいろいろと工

夫され実行されている。しかし、

マンネリ化することなしに続ける

ことは至難の技であり，日々の作

業の中でいつのまにか形骸化して

しまう例が多い。

「労働安全のアドバイス｣は，熊

本営林局の『広報九州Iに4年に

わたって連載されたものを取りま

とめたもので，現場の情報，希望

等や現場職員の疑問に対し具体的

にわかりやすく解説されており，

現場に密着したものとなっている。

まじめな人とか責任感の強い人

は多少の条件の変化に対しても，

これまでの経験によってのみ作業

を行う傾向があり，かえって災害

にあう機会が多い…･･･

注意ということは，不注意の裏

表の関係にあるので，同時に存在

する。

お互い自分のことばかりでなく，

他人の身辺にも気を配る。岡目八

量諏砺龍冊

辻隆篁共著
林 旱

労働安全の
アドバイス

発行

林業科学技術振興所

102東京都千代田区六番町7

（丑03-2643005）

平成元年3月3日発行

B6判,203頁

定価800円（〒実費）

〒
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景観はビルの町並みをつくって

いる。このことは，ガウディの

創造性の根底に，地域への調和

があったと考えられるのである。

最近の住宅建築の傾向は，北

欧風，南欧風，アメリカ風，カ

ナダ風等々を模し，それに館風

やバンガロー風を加味して，家

の姿はお構いなしという状況で

ある。よく見かける住宅に，ヨ

ーロッパの広い敷地の中の深い

杢難こ囲まれて,明るい色の
祷酒な館を模した家がある。そ

れは，狭い敷地いつぱいに隣家

とくっつくように建ち，漁酒な

雰囲気がまったくなくなった家

の姿である。

奈良の大宇陀町や今井町，岐

阜の高山市など，日本人の祖先

たちが，日本の風土に適した木

材を使用し，その土地にふさわ

しい家の姿を工夫の積み重ねで

つくり，それがおのずと整然と

した美しさと落ち着きのある町

並みを生み出して，人々に心の

安らぎを与えている。

(rこだ吾川

ニュージーランドの森林・緑づくりを見て

今年の6月，ニュージーラン
ド，オーストラリアの森林・緑

化事情調査団の一員として同国

を訪ねた。

まず最初に行った視察地が，
北島でいちばん人口の多い町，

オークランド郊外にあるWood

HillNationalForestだった。

ここは砂丘地につくられた大規

模造林地で，市民の憩いの森，

乗馬などレクリエーションの森

としても親しまれている所であ

るという。

ここの造林地は若い再造林地

も多く，そんな造林地の回りは
電線の牧柵で囲み，たくさんの

牛が放し飼いされ草をはんでい

た。それを見てだれいうと鞍く

｢ここでは牛に下刈りさせてい
るみたいだ。これだったら手間

がかからなくていいや。うちの

方でもこんなふうにできればい

いのだが」と言う。この国に来

て林業についてまず最初に見せ
られたのが，この林内放牧と下

刈り不要の造林地だった。

このあとロトルア，クライス

トチャーチと視察して回ったが，

その途中驚いたのはどこに行っ

ても牧場が多く，森林らしい森

林があまり見られない。ロトル
アの林業試験場での話では，こ
の国は昔はどこもうっそうとし

た原生林だったという。近くに

国道を挟んでその原生林が保存

林として残されていたが，大き
なシダも混ざったそれはまさに

ジャングルのような森林であっ

た。そんな原生林がイギリスか

らの開拓移民によって開発され

牧場などになって，現在では森

林は国土面積のわずか23％ま

でに減少してしまったという。

そのためいろいろな弊害も出る

ようになったものだから，国民

の自然保護・環境保全意識も高

まり，また不成績牧場などの森

林化も取り上げられるなど，今
世紀初めから外来樹種の導入に

よる人工造林が始まったという。

日本のスギなども導入されたら
しいが，見た限りでは良い成績
ではなかったようである。今造

林されている樹種の大部分は，

この国の土地に適し生長の良い

外来のRadiataPineであるが，

昔植えたダグラスファーも生長

が良く,伐採現場で見ると80年

生で根元径が80cmにもなって

いたのには驚いた。

今この国では生長の早い樹種

の導入，人件費などを削減する

省力施業などを取り入れ，また

日本への輸出をねらって無節の

大径木生産を目標に，今まで実
施していなかった枝打ちや間伐

を計画的に実施しているという。

枝打ちは挟み切るような無造作

なやり方だが，生長が良いので
切口はすぐ巻き込まれ，死節に

はならないという。

そんな林業経営を目の前にし
て，団員から声が出た「こんな

省力経営で木材が作られ輸出さ

れてきたんでは大変だ。造林地

の下刈りはしなくていいという

のも驚きだ。我々も省力経営を

考えなければ」と，開発と自然
保護・環境保全，優良樹種の導

入，省力経営など，森林・緑づ
くりについて気候，風土，国情
などに違いがあるとはいえ，何

かと考えさせられることの多か

ったことか。(S.S)

目の言葉どおり，他人のことはよ

くわかるもので，お互い注意して

ケガをなくすことが安全の基本で

す。

など，4～5分で話せる程度に

分けてあり，項目も，手工具の手

入れ方法から，バイオリズムまで

と広いことから，1冊あれば，毎

朝のミーティングや安全懇談会な

ど，日々の安全確保活動で話のた

れを探すのに苦労しないですむ本

である。

（林野庁研究普及課・高木勝朗）

(この柵は須築委員が担当しています）
｜
套

林業技術No.5711989｡10
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国有林における森林の保護･管

理について

林野庁経営企画課経常計画班

森林計画研究会報第322号

平成元年7月p､2～12

経済社会が成熟化し，生活の質

や精神的価値をよりいっそう重視

する方向へと移り行く中で，国民

の森林についてのとらえ方も，快

適な生活環境の保全，レクリエー

ションの場としての利用，将来へ

向け原生的な森林を保存しておく

ことなど，環境資源や文化資源と

しての価値をさらに重視したもの

となっている。

国有林野事業においても，昭和

63年2月策定の経常基本計画等

において，人工林の適正な整備を

進めるとともに，複層林の造成，

天然林施業の展開，自然保護をよ

り重視した森林施業の推進等を図

ることとしている。

このような状況の中で，国有林

の森林施業と自然保護の要請との

調整の問題は，知床問題に見られ

るように，今日，国民の高い関心

を集めており，森林の有する自然

環境の保全・形成の機能を高度に

発揮させる森林の取扱いの在り方

の確立とその具体化は，国有林野

事業の大きな課題となっている。

この問題を検討するため「林業と

自然保護に関する検討委員会」か

ら昨年12月に報告が出され,また

その後林野庁は，この委員会報告

を踏まえ，保護林の再編・拡充を

図ることとし，新たに「保護林設

定要領」を定めた。本文は，この

林業技術No.5711989.10

概要について紹介したものである。

森林生産構造整備推進事業の

概要

林野庁造林保全課高橋光夫

森林組合No.230

1989年8月p.12～16

わが国経済社会の成熟化，国民

の価値感の多様化に伴う要請の高

まりにこたえ，森林の有する諸機

能の総合的かつ高度な発揮を確保

するとともに,1,000万haに及ぶ

人工林を基盤とした国産材時代を

現実のものとするためには，多様

な構造を有し，木材供給に弾力性

のある森林の効率的な整備が必要

となっている。

このような森林・林業を巡る状

況を踏まえ，平成元年度において，

人工林の齢級構成の平準化等の推

進を図ることをねらいとした森林

生産構造整備推進事業が創設され

た。

わが国の人工林は，単一樹種に

よる一斉林が大宗を占め，かつ，

齢級構成が著しく偏っていること

などから，森林の有する諸機能の

高度発揮や安定的な林業生産活動

の展開に支障をきたしている状況

となっている。

この事業は，このような状況に

対処し，人工林の齢級配置の平準

化，複層林化，天然林の育成等を

実施することにより，林業牛産基

盤としての多様な構造を有する森

林の整備を図り，山村地域社会の

健全な発展に資するものである。

沖縄県勅令貸付国有林の管理

経営史

琉球大学膿学部仲間勇栄

林業経済No.488

1989年6月p.16～26

沖縄県が管理経営する林野の中

に,明治42年6月,80年間の期限

付きで貸し付けられた国有林が

4,496haあまりある。

この「勅令貸付国有林」は県営

林総面積の81％を占めていて,県

営林の管理経営の実質的根幹にな

っていることから，沖縄県は昭和

52年からこれまでに政府に対し

27回にわたる無償譲渡の要請を

行ってきた。

昭和61年11月，沖縄県は調査

検討委員会を発足させ,62年3月

には『勅令貸付国有林管理経営史

調査報告書』を取りまとめ，それ

に基づき，「勅令貸付国有林｣の無

償譲渡を新たに政府に要請してき

たが，法制上の問題などが絡んで

いて，無償譲渡は認められず，結

局,1989年4月21日の閣議で政

令改正が行われ，その結果，引き

続き60年間,無償貸与されること

が正式に決まった。

この論文は，「勅令貸付国有林」

の管理経営の歴史的経緯を明らか

にして，これまで無償譲渡を要求

してきたその正当性について述べ

たものである。

天然林の成長予測(1)シミュレ

ーションモデルの作成

東京膿工大学鍵学部石橋整司

日本林学会誌第71巻第8号



1989年8月p.309～316

天然林（異齢混交林）の生長は

複雑多様であり，その生長を予測

することは困難であるといわれる。

実際に行われてきた天然林の生長

予測とは，過去数年間の生長量を

調べ，今後数年間は同じ生長をす

ると仮定する，きわめて短期間の

ものであった。こうした方法は，

照査法や林分施業法のようにきめ

細かい施業が可能な場合には，少

なからぬ成果を上げてきた。しか

し，より長期の計画を立てたり，

さまざまな林相の林分をそれぞれ

どう取り扱っていくかといった問

題にきちんとした回答を与えるこ

とは困難である。

異齢混交複層の天然林は，林分

構造が複雑であり，生長過程は多

様をきわめている。しかし，天然

林施業法の研究を進めるにあたっ

ては，天然林の生長過程を解明し，

生長予測を行うことが不可欠であ

る。

この報告の目的は，これまでに

筆者らが東京大学北海道演習林の

天然林生長資料を対象として行っ

てきた解析結果を基に，天然林施

業への利用を考慮した天然林の林

分生長シミュレーションモデルを

作成することにある。

スギの核型分析に関する研究

九州東海大学農学部戸田義宏

林木の育種No.152

1989年7月p.1～4

交雑育種は，悪形質の淘汰と現

存種の形質向上を目ざすものであ

り，育種効果を効率よく上げてい

くには，対象とする種の交配能力

の有無や稔性の強さが問題となり，

その基礎として詳細な核型分析

(それぞれの種の染色体の数や形

態を明らかにする）を行う必要が

ある。

この研究は，スギについて核型

分析を行い，さらに核小体（仁）

の観察，仁形成部位の確認減数

分裂時の染色体や核小体の行動観

察，染色体と形質の関係などを明

らかにしたものである。

これに基づき，スギの交雑育種

について考察した結果,F染色体

がヘテロ性の核型を示すI型の品

種や倍数性の品種は，減数分裂時

に異常をきたすことから花粉の発

芽率の低下を招き，種子稔性低下

の原因の1つになっている。した

がって，これらのスギは採種園か

ら除外し，さし木クローンとして

採穂園に植栽し利用したほうがよ

り効果的である。また，日本スギ

と中国柳杉の交雑が核学的観点か

ら見て可能であるという結論から，

今後，優良形質の相互導入が期待

される。

高性能機械による間伐作業の

生産功程

北海道森林整備課荒川剛

北方林業41－8

1989年p､1～6

本州のスギ，ヒノキに比べ材価

の安い北海道の林業では，外材と

対抗できる国際競争力を持った林

業を確立することが，特に重要な

課題の1つである。

そのためには，素材生産コスト

の低減が緊急な課題となっており，

その1つの方策として高性能機械

の導入による作業の高能率化とコ

スト低減がある。

北海道は，この取り組みとして

高性能機械による素材生産を実際

に行い，作業功程等を調査して，

その有効性を実証するため，昭和

63年度に林内作業効率化対策事

業を創設し，その中で実証調査を

37

行った。この報告は，その調査結

果の概要である。

今回の事業は，高性能機械を利

用した間伐作業が可能であり，か

なりの作業功程も期待できること

を示した。

今後，生産コストの低減だけで

なく，林業労働の安全性や労働者

の老齢化対策からも，機械化への

取り組みが活発化してくると考え

られる。

ニュージーランドの林業と林

産業

(ニュージーランド林業省）

抄訳・繁沢静夫

合板工業134

平成元年6月p.1～34

19世紀の初めまではニュージ

ーランドの国土の2/3は広大溌常

緑林で覆われていた。残りの1/3

は南島の東部の降水量の少ない草

地と標高1,100mから1,400m

の山岳地域であった。今日ではニ

ュージーランドの国土面積の約

27％，730万haが人工造林地てﾞ

ある。

1974年の国有林調査では，在来

林の79%(490万ha)はなんらか

の形での国有地であると推定して

いる。在来林総面積のうち約430

万haは保護林として分類されて

おり，利水および土壌保全を第一

の目的として経営きれている。約

170万haは経済林として記述さ

れており，このうち727.000haは

ある程度伐採が行われている。

この報告はこのほかに，国家的

に見た林業森林，林産業，新し

い経済環境における林業，新しい

政府林業機関，国の木材供給モデ

ル,紀元2000年に向けての林業産

ど，ニュージーランドの林業と林

産業全般にわたって紹介している。

林業技術No.5711989.10
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ハハヘハヘへハハ八

&dも出44644dddd444d
63年度に国の補助を受け「モデル

木造施設建設事業」として総工費

約1億1,000万円をかけて建設し

たものである（図｡1，2，表．l)。

この事業は，各種木製品や床・

壁・建具など木質建材の実大施工

モデルを展示するとともに，建物

それ自体が大型木造建築の展示物

となるよう地域の木材や新しい技

術を取り入れて建設し，来館者に

木に関する正しい理解を深めても

らいながら，木材の需要拡大を図

っていこうとするものである。

ここに情報館の概要を紹介し，

今後，新たに本事業に取り組む

方々の参考に供したい。

1．建物の概要

1)設計の基本

この情報館は，次のような考え

方で設計した。

①“木”の上手な使い方を提案す

る

この展示館は建物自体が木造建

築のモデル展示であるという考え

から，既存の概念にとらわれない

会員の広場

モデル木造施設

「木と暮らしの情報館」

青柳正英

｢木と暮らしの情幸礎｣がオープン

した。この建吻は，北海道が昭和

平成元年6月3日，旭川市にあ

る北海道立林産試験場の敷地内に

の

表･1情報館の概要

謹遜謹選 1歩道

幽 詩型聖：
5016．350

平面図

GL
1

つ
＠
ｍ

立 面図
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断面図

所在地

建
物
の
規
模
等

構造

敷地面漬

建築面積

延べ面積

卿||市西神楽1綴10号
(道立林産試験場構内）

木造平屋建(一部二階尾）

1,887nf

678nf

480nf

卜階399,i二階81Ⅱf）
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会員の広場

■

一
一

写真･1「木と幕らしの情報館」外観(1）

写真･3外部展示空

間としての回廊

副&

写真･2「木と暮らしの情報館」

新しい“木”の使い方を提案した。

②大空間を演出する構造とする

「モデル木造施設建設事業｣とい

う名称の事業目的にふさわしい新

しい構造を考案しようと努めた。

③“光”を印象的に用いる

情報館としての機能に必要な光

環境をつくり出すのは当然のこと

だが，これに加えて建物外部から

内部へ，また内部から外部へ印象

的に“光”を用いることを考慮し

た。

④豊かな外部空間を創出する

内部空間はもとより，外部空間

や内部と外部の中間領域の空間を

も重視し，総合的に設計を行うこ

ととした。

2)建築空間の特徴

外観(2)

写真･4ドリフトビン接合作業

明された内部空間が浮き上がるよ

：うな仕掛けとした。

③回廊

内部空間と外部空間との中間領

域として，建物前面に木製デッキ

と大断面集成材の回廊を設け，内』

'．外部のつなぎとした。夏場には，

ここに日陰ができ，来館者の“た

まり”の場となることを想定して

いる。

④木レンガと木製デッキ（外から

3内へ）

建物前面の回廊とつながる扇形

の木製デッキとそれに続き半円型

に木レンガを敷き詰め，外部展示
可

このような基本概念に基づき，

次のような特徴を持つ建物を完成

させた。

①扇形平面

扇形平面を採用し，それに伴う

構造材の配列により内部空間の見

え方に変化を与え，建物前面の外

部展示・イベント空間に求心性を

持たせることとした。

②大ハイサイドライト

妻面の大ハイサイドライトから

光を取り入れることにより，内部

の構造材に“光”と“影”をつく

り出し，これにより内部に表情を

与え，夜間にはここをとおして照

林業技術No.5711989.10
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会員の広場

、

盈塑

■
■

昌
一
■
画
『
ご
‐

慧
古，

蓮
一

Ｆ
‐

ｒ
，

唾

一

写真･5施工状況

表･2仕上表と主要木製品使用量

写真･6 内部の展示状況(1)

色を試みた。

3)構造・施工上の特徴

この建物の構造体である大断面

通直集成材の接合には，ドリフト

ピン接合を採用した。これは，集

成材端部にあらかじめスリッl､お

よびピンの穴をあけておき，ここ

に集成材と同じ位置に穴のあいた

鋼板を挿入し,径20mlnの丸鋼のピ

ンを打ち込み，寸分のガタのない

よう，剛に固めるものです。この

施工ではスリットおよび穴の加工

に高い精度が要求されます。現場

で組み立てられたフレームは，ク

レーンを用いてあらかじめ基礎に

取り付けておいた金物に固定する

方法を採用し，施工の合理化を図

った･

なお，外周部の木レンガ，木製

デッキの施工や内部二階部分の整

備は林産試験場の実証試験として

実施したもので，これらを含めこ

の情報館建設に使用した主な木質

部材および数愛は，表･2のとおり

である。

2展示内容

情報館は前述したように，北海

道産木製品の展示場として建設さ

れた。

展示物は，北海道内の民間企業

カラマツ大断面構造用集成材
カラマツ構造用集成材
カラマツ構造用LVL

耐
而
而

２
７
６

３
６
０

３
架 橇

屋根l長尺カラー鉄板横ぶき

カラマツパネルボー隙（保護蓉邑塗料塗り）
カラマツセメントボー催

265.0m@
5.2m@

外 壁

カラマツパネルボー隙（保護着色塗料塗り）
カラマツセメントボード

而
而
Ｏ
８
Ｚ
５
１
４
２
１

軒天

難燃処理カラマツパネルボー催
カラマツセメントボーﾄミ（腰壁）
シナ合板（展示台）

所
所
耐

０
１
８

９
９
２

０
８
２

１

壁

展

ナラ・カバ集成フローリング
シナ合板（展示台）
カラマツフローリング
カラマツゴムチップ床マット

、
ｌ
ノ
、
Ｉ
ノ
、
ｌ
ノ
、
ｊ
ノ

糖
〃
鑿
〃

く
く
ゞ
く
く

所
所
所
所

６
５
０
０

８
５
２
２

１
５
６
６

２

床示

井
段
部
癖
ガ
ラ

天
階
和
》
柁
蜘

室
外
部

化粧石膏ボード

ニレ集成材

木製サッシ（シウリザクラ）

エゾマツ・ト催マツ
〃

1.4ITf

15.1Wf

18.2m'

立体トラ
スデッキ

6.1nf〃

空間とした。外から内へのアプロ

ーチは，より素材に近い木レンガ

から木製デッキ，そしてより加工

程度の高い内部のフローリングへ

と質的変化に広がりを与えた。

⑤大屋根

勾配45。の大面積の屋根がこの

建物の外観を特徴づけ，屋根面の

窓によって表情を持たせた。

⑥大断面通直集成材構造

道産カラマツの大断面通直集成

材を用いて大空間をつくり，その

構造体を「あらわし」で用いるこ

とによって木構造を強力に印象づ

けている。

⑦内・外装材

外装にはカラマツ壁面材を，内

装には難撚処理をしたカラマツ壁

面材をそれぞれ着色して用いた。

日本では古くから木の生地を生か

した使い方が多く見られますが，

木の良さを引き立たせるための着

林業蔀No.5711989.10
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表･3展示一覧表

（6月3日現在）

写真･7内部の展示

状況(2)で生産されている優れた木製品や

木質建材・建具などの実大施工モ

デル，およびそれらのカタログや

パンフレットなどの商品情報に加

え，林産試験場の開発技術や新製

品などである。

来館者は展示物にじかに手を触

れ，じっくり木の良さを体験でき

るとともに，北海道内のどこでど

んな製品が生産され，どこに行け

ばいくらで入手できるかなど，マ

イホームやリフォームを計画して

いる方々に実用的な情報提供を行

っている。

展示は一般市民を対象としてい

るが，専門家でも十分満足いただ

ける内容となっている。展示内容

は表・3のとおりである。

①木製ドア・サッシ

木材は，鉄・アルミニウムなど

他の建築資材に比べて熱伝導率が

非常に小さく，断熱性に優れてい

る。

ドア･サッシは昭和30年代まで

は，ほとんどの家庭で木製のもの

を使用していたが，強度や施工後

の狂いなどに欠点を持っていた。

このため，40年代に入り，機能

性，価格等で優位に立つアルミ等

に取って代わられた。

そして今，製造技術の改善や使

用金具の機能の向上により新しい

した温かみのある材料である。

最近，家庭内のダニの問題で脚

光を浴びたが，ほかにもさまざま

な優れた特性を持っている。

ほどよい硬さ，優れた弾力性，

温湿度調整機能等。

どんなに新しい素材が生まれて

きても，木の床の持つ豊かな感触
りょうが

を凌駕することは不可能といえる

であろう。

⑤集成材

狂いが少なく，自由な断面，寸

法，曲面の作れる集成材は，木材

を超えた木材といえるであろう。

無垢材の欠点部分を除去し，十分

に乾燥してあるため，狂いがなく，

均一な強度が得られる。そのため，

この建物の梁のような構造材はも

とより，内装材，家具材などに幅

広く使われている。ここでは，代

表的な一例としてカウンターテー

ブルや階段・手すりなどを展示し

た。

⑥建築・情報コーナー(2F)

「情報館｣の出展企業を中心に各

種木製品のカタログ，パンフレッ

トを取りそろえた。

木造住宅に関する情報，各地の

モデル木造施設をはじめ木造建築

物の写真パネル等もある。

展示の目的は,来館者自らの｢新

木製ドア・サッシが注目を集めて

いる。

住宅がますます高断熱・高気密

化する今日，木製ドア・サッシは

非常に優れた性能を発揮する。

②クラフト

道内で作られている代表的なク

ラフト類を集めてみた。

これまではシナ，エンジュ等を

使った木彫が主であったが，最近

では素材も，カラマツ，トドマツ，

エゾマツの針葉樹まで広範にわた

っている。デザインも木目，色調

等を生かした独創的なものが多く

なっている。

③木質壁材

現在,住宅の壁材には,施工性・

価格等の点からビニールクロスな

ど無機質系のものが多く使われて

いる。このため，生活そのものも

味わいのないものになっていない

であろうか。

木の壁には他のものでは得られ

ない安らぎ，温かさがあります。

これは何より木材が天然材料だか

らである。
むく

種類も，無垢の羽目板から化粧

合板に至るまでいろいろある。

④木質床材（フローリング）

木の床材は，木目の美しさ，感

触など木材の特性を最大限に生か

林業技術No.5711989.10

民
間
製
品

試験場の成果品

展示物

床
壁
窓

ドア

クラフト

その他

合計

点数

０
７
８
４
０
４

３
２

３
４
１

243

30

出展企業数

３
１
６
２

１
１

4団体

37

73
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しい発見」にある。気に入った木

製の椅子でくつろぎながら，あな

たの求めている情報の発見が楽し

める。

⑦エクステリア

回廊，外部デッキなど館の周り

には，木のテーブル，椅子，遊具

意どを置き，よく晴れた日，家族

でお弁当を広げながら木のある豊

かな生活を楽しめるようなウッデ

ィーパークを目指して現在整備を

進めている。

⑧林産試験場コーナー

林産試験場は，北海道の基幹産

業のひとつである木材産業を技術

面から支援するため,昭和25年こ

の旭川の地に開設された｡以来40

年，それぞれの時代の要請にこた

えて，新しい木材の加工技術や木

製品の開発，そしてその普及に取

り組んできた。

研究の内容は製材，乾燥，接着

などの基本技術から，窓，ドア，

内外装材，ログハウスなど建築用

資材．工法の開発，性能の評価，

木材の化学成分の利用，きのこ栽

培に至るまで，木に関するほとん

どの分野に及んでいる。

なお，情報館には専門の説明員

を配置して，展示物や木に関する

さまざまな相談に応じている。

3．今後の情報館の活用について

情報館の運営は林産試験場が行

うが，本場の開発技術等の普及を

主な業務としている北海道林産技

術普及協会の協力を得ながら，民

間の活力を導入して，効果的な活

用を考えている。

1)一般来館者を対象として

前面の木製デッキ部分を活用し

ての野外コンサートなどを開催し，

これと並行して家具など木製品フ

林業技術No.5711989.10

エア等のイベン|､を計画的に実施

し，経常的な情報館のPRに努め，

より多くの来館者を呼び込み，木

に関する関心や理解を広める。

2)林産工業や建築関係の専門家

を対象として

消費者・業界・試験場が強固な

ネットワークを組んで，各々が創

造的で価値ある情報を提供し，検

討し合い，その成果を地域はもと

より国の内外に向けて発信できる

ような「木に関する技術・情報セ

ンター」としての機能を強化して

いく。

これらにより，試験場では新た

世界最大のチーク

タイの東北部，ラオスとの国境

に近いウットラジツトに世界最大

のチークがあると聞いたのは，も

うふた昔まえの1965年,2度目の

タイでの森林調査で，チーク材の

産地として有名なランパンヘ行っ

たときのことであった。

そのときはもちろん，その後も

東北タイから北タイへ，あるいは

逆に，北タイから東北タイへ抜け

るためにウットラジットを通るた

びごとに，世界最大というチーク

を「見たい｣，「見ていこう」と頼

んだのだが，ウットラジットの町

からずいぶん離れた所にあり，日

程の詰まった今日は無理だ，今度

にしようといつも拒否されてきた。

その念願の世界最大のチークを

1988年の12月にやっと訪ねるこ

とができた。最近，多くの森林・

林学関係者がタイを訪れているが，

このチークの存在を知っている人，

な研究シーズの把握や実践的な技

術開発を可能とし，消費者には木

材を安心して使用していただき，

業界は技術の改善や木材と異材料

との相互補完的な活用など木材利

用の高度化・多様化により需要拡

大に結び付け，地域産業の振興を

図るという方向力ざ，当面の目標と

いえる。

(北海道立林産試験場／企画指導部長）

｢木と暮らしの情報館」

〒071-01旭川市西神楽l線10号

（北海道立林産試験場内）

Te1.0166-75-3553,4233

渡辺弘之

ましてや，これを実際に見た人は

きわめて少ないはずだ。

世界最大のチークは国道102号

線にあるウットラジッ|､の町から

1045号線を経由し，ダムに沿って

約60km,ラオス国境に近いナム・

パットにあった。

タイの国道の呼称はわかりやす

い。バンコクからまっすぐ北へ，

ビルマ国境のメーサイヘのアジ

ア・ハイウェーが1号線，それか

ら分岐する幹線が2けたの11号

線，それから分岐した地方道が3

けたの102号線，そして，さらに

分岐した未舗装の道路が4けたの

1045号線というわけである。

首都バンコクから東北タイへ向

かうのが2号線，東タイが3号線，

半島部の南タイへ向かうのが4号

線なのだから，国道ナンバーを聞

けば，どの地方かの見当がつく。

さて，世界最大のチークだが、



世界最大のチーク

（タイ，ウットラジット）

ランパンから車で約3時間かかっ

た。出るのが遅すぎたようで，た

どりついたときは，まさに天然の

チーク林の中に日が沈む直前であ

った。

そんな大木なら、きっと伐って

も運び出せないような不便な場所

にあるものと思っていたのに，目

的のチークは平たんな所にあり，

車が横づけにできた。高価なチー

ク，それも大木だし，おまけに平

たんな所にあるのだから，伐られ

なかったのが不思議である。

発見の経過は知らないのだが，

タイでも巨木には精霊が宿ってい

ると信じられている。このチーク

の保存にも，きっとこのことが効

いているに違いない。

世界最大のチークに立てられた

案内板には，タイ仏歴2530年

(1987)2月で周囲987cln,高さ47

mと書いてある。1972年に965

Cmlそれから2～3年ごとの測定

値が出ている｡15年で15cm,1年

でlcmずつ太ったことになるが，

この値にはそれほどの信頼性はな

いであろう。

植樹祭の記念切手で，その姿を

13
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見てはいたのだが，予想どおりの

すばらしい巨木だ。見慣れたチー

クの樹形とは違う。幹の所々に大

きなこぶができ，荘厳といった形

容詞を使いたくなる。幹の先端は

雷によって折れたとか，一方の側

にだけ大きな枝が2本出ている。

しかし，チークの芯は確実に腐

り，中は空洞になっている。とい

うのは，このチークの胸の高さの

所に1カ所，小さな穴があいてい

て，ここから見学者がコインを入

れているのである。チークの周り

は柵で囲ってあるが，中には自由

に入ることができ，幹の周りを回

ることができる。

コインの投げ入れとともに，チ

ークの周辺の踏み固めも，この世

界最大のチークの寿命を縮めるの

ではと，気になるところだった。

（京都大学農学部）

研究職選考採用者の募集について

林野庁関東林木育種場では，選考により採用する研究職の募集を次のとおり
行っています。

1採用場所林野庁林木育種場

2．応募資格永年作物の栄養繁殖に関する研究分野を専門とする者で博士の

学位を有する者，またはそれに準ずる学識を有する者

3．提出書類(1)履歴書

(2)卒業（修了）証明書，成績証明および博士の学位授与証明書
(3)研究業績目録

4．応募締切平成2年1月26日

5．選考方法書類審査および面接試験

6．採用予定平成2年4月1日
7応募先〒310茨城県水戸市笠原町978

林野庁関東林木育種場場長宛

8．問合せ先林野庁関東林木育種場
庶務課電話(0292)43-1190

林業技術No5711989.10
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林 業関係行事一覧

10月
区分 行事名 期間’ 主催団体・会場・行事内容等
今
三上 国｜平成元年度｢都市緑化月間」 建設省・都道府県・市町村。全国統一テーマi都市に緑と公園を』。

全国的に都市緑化祭を開催し，有料公園の無料開放，パレード，苗木
等の配布，都市緑化功労者および団体の表彰，都市緑化基金の募金等
を行う（10/13～15東京銀座において都市緑化キャンペーン実施）
東京都。新木場（4～5日)，山の手（上北沢23～24日）東

石
中
熊

京第34回全国優良木材展示
会

川第10回石川県優良県産材
品評会

央第17回JAS製材品普及推
進展示会

本熊本県JAS製品展示会

石川県森林組合連合会。石川県森林文化ホール。優秀な出品物に林野
庁長官賞を授与

全国木材組合連合会。福島県中央木材市場(5日)，東京中央木材市場
(18日）

熊本県木材事業協同組合連合会b熊本木材㈱八代支店(5日)，同萩原
市場(16日),上球磨木材㈱(24日),肥後木材㈱(27日）

奈良県木材組合連合会ほか。県内各所。林材大会，シンポジウム，山
村物産展や木材展示即売会を開催

㈱広島県木材組合連合会。賀茂地方森林組合。広島県産優良素材の展
示・即売，および優秀な出品材に林野庁長官賞を授与

三重県森林組合連合会。松阪地区木材協同組合。優秀な出品素材に林
野庁長官賞を授与

みちのくこけし協会。十字屋山形店。伝統こけし，木地玩具の即売，
優秀な出品伝統こけしに農林水産大臣賞，林野庁長官賞を授与
青森県。青森木材センター。優秀な出品物に林野庁長官賞を授与

＝
亦乏 良｜奈良県林材まつり

島’89東広島木材まつり優良

木材展示会

重平成元年度秋期三重県木材
まつり展示会

形第9回みちのくこけしまつ

り

森平成元年度青森県JAS製

材品普及推進展示会

知林業普及指導･試験研究40

周年記念式典および試験研
究公開発表会

阜平成元年度全国優良銘木展

示即売会

央優良国産材製材品展示会

（国有林材製材品フェア）

国全国素材生産業協同組合連

合会創立15周年記念式

葉第29回千葉県優良木材展
示会

広

一
一
一

山
青
愛 愛知県｡愛知県婦人文化会館｡式典,意見発表,決意宣言，公開発表：

①育林管理の多様化とその技術，②森林の水源かん養機能，③きのこ
の人工栽培技術の確立と新品種の育成

岐阜県銘木協同組合。同協同組合内。優秀な出品材に対し林野庁長官
賞を授与

全国木材協同組合連合会｡仙台木材市場㈱特設コーナー｡青森ヒバや
スギ（サンドライ）材など国有林材を出品展示

全国素材生産業協同組合連合会。麻布グリーン会館（東京）

岐
中
全
千 千葉県木材組合連合会･森林組合連合会・木材市場協同組合。千葉県

木材市場協同組合。県内外の特色ある素材・製材品を展示，優秀な出
品材に林野庁長官賞を授与

鹿児島県鹿児島県木材協同組合連合会。木材流通センター。優秀な
製材品に林野庁長官賞を授与

愛知県，全国山村振興連盟愛知県支部，中日新聞社。名古屋三越栄本
店｡三河山間地域14市町村および観光，リゾート地の紹介,特産品の
展示販売，民芸品の製作実演，山の味紹介，ふるさと茶屋など

卿森林文化協会・朝日新聞社。広島市青少年ホール。テーマ：森林と
人間No.8(松に未来はあるか）

神奈川県，箱根町および神奈川県緑化推進委員会。箱根町元箱根

鹿児島鹿児島県産優良製材品品評

会

愛知あいちの山村展

中央森林文化研究会シンポジウ
ム

神奈川第40回神奈川県植樹祭記

念事業「植樹と育樹のつど

い」

中央林野庁殉職者慰霊式

愛知第17回愛知県緑化樹木共

進会

中央第33回全苗連大会

林野庁。高尾山

愛知県・西尾市・愛知県緑化木生産者団体協議会・福地植木生産組合。
西尾市文化会館。一般植木，生垣用樹の展示即売。生産ほ場の出品

全国山林種苗協同組合。大分市文化会館。山林種苗および緑化用樹木
の生産事業功労者に対し，林野庁長官感謝状を授与

島根県隠岐島町村会。隠岐島文化会館。緑の国勢調査の一環として実
施した巨木，巨木林調査を契機にふるさとのシンボルとしての巨木，

島

槙|鑿要木を譲ろう全国’

林業技術No.5711989.10
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行事名区分 期間 主催団体・会場・行事内容等

巨木林を見直し，これを通じて地域の自然保護や森林づくりの在り方

を探る

林業・木材製造業労働災害防止協会。砂防会館中 央

森林総合研究所

徳 島

京都

全国

第26回全国林材業労働災

害防止大会

森林総合研究所研究成果発

表会

徳島県フードプラザしいた

け展示即売会

第31回京都銘竹･竹製品展

示品評会

第13回全国育樹祭

10.27

10.27

10.28～29

10.29

10－29

森林総合研究所。虎ノ門パストラルc研究成果発表5題

徳島県。徳島市藍場浜公園・県民広場。県内の特産品およびしいたけ

の展示即売，優秀なしいたけ出品者に林野庁長官賞を授与

京都竹材商業協同組合。京都市勧業館。京都の伝統ある銘竹・竹製品

のPR･販売，および優秀な出品物に林野庁長官賞を授与

㈹国土緑化推進機織。茨城県大子町(奥久慈憩いの森)。テーマ：「と

どけ未来に緑のいぶき･…」（併催行事として28日に「緑の少年団活

動発表大会」を開催。水戸市民会館）

徳島県木材協同組合連合会｡徳島県木材センター。優良出品材に林野

庁長官賞を授与

徳 島 第30回徳島県優良木材展

示会

10-29～31

1 1月
区分 行事名 期間 主催団体・会場・行事内容等

新
愛

平成元年度新潟県優良林分

育成コンクール

全国林業機械展示・実演会

新潟県。県内。最優秀者に林野庁長官賞を交付潟
知

1.1.1

11.5～6

11.6

細林業機械化協会。愛知県新城八名工業団地。全国の林業機械メーカ

-30社がチェーンソー，刈払機，自動枝打機，林内運搬車等の展示

三河地域林材業振興促進協議会。新城市桜淵いこいの広場。優良三河

材，葉枯し丸太の展示会および表彰式典，平成元年度愛知県製材技術

コンクールの表彰式

愛知県森林組合連合会・愛知県林業振興協会・愛知県林道協会・愛知

治山治水協会。第5回三河材まつり会場南側隣接地。協力：林業機械

化協会。自走式伐倒・枝払・玉切機械，多工程処理機械等の実演

全国銘木連合会。東京銘木市場および新木場駅前都有地

紛林木育種協会・棚日本林業技術協会。国立森林総合研究所大会議室

第5回三河材まつり〃

高能率林業機械実演会 11．6〃

全
中

第33回全国銘木展示大会

平成元年度林木育種研究発

表会

第24回全国漆器展

国
央

11.7

11.9～10

全 国 日本漆器協同組合連合会・㈱日本漆工協会。東京日本橋三越本店。伝

統漆器・新作漆器の展示販売，優秀な出品物に農林水産大臣賞・林野

庁長官賞を授与・

全日本竹産業連合会。虎ノ門パス1､ラル（東京農林年金会館）

㈱広島県木材同業組合。中国合同木材市場㈱・優秀な出品素材に林野

庁長官賞を授与

栃木県。最優秀の作品に林野庁長官賞を授与

11－14～19

第30回全国竹の大会

優良木材展示会

11.16～18

1117～18

〃

島
木

腫
栃 ふるさとの松ポスター原画

コンクール

平成元年度苗畑品評会

11.30

11.30 栃木県b成績の優秀なものに林野庁長官賞を授与〃

『空中写真セミナー』開催のご案内
平成元年度『空中写真セミナー』を実施します。お早めにお申し込み下さい。

記

1期間平成元年11月13B(月）～17日（金)5日間

2会場日本材業技術協会（東京都千代田区六番町7電話03（261）5281（代)）
3研修人員25名（先着順）

4参加費30,000円（研修費，教材費，現地演習費等）

※セミナー参加のための交通費，宿泊料は各自負担となります。
5申込方法平成元年10月31日までに所定の申込書（本会にあります）に記入のうえ，日本林業技術協会

『空中写真セミナー｣係あて送付してください。なお定員になり次第締切となりますのでご了承
ください。

※本セミナーについての詳細は係までお問い合わせください。

主催日本林業技術協会後援林野庁・全国町村会・全国森林組合連合会・日本製紙連合会

林業技術No.5711989,1()
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第37回森林｡林業写真コンクール

作品募集要綱

題材：林業技術(育苗･植栽･保育等，木材生産・

木材利用など)，森林(森林の景観･環境保

全･森林動植物の生態･森林被害など)，農

山村(生活･風景など)，緑化，森林レクIノ
エーション

作品二1枚写真(四ツ切りとし，組写真は含まな

い)。白黒の部・カラーの部に分ける。

応募資格：応募者は職業写真家でないこと｡なお作品

は自作に限る。

応募点数：制限しない。

記載事項：①題名，②撮影者名（郵便番号･住所･氏
名・年齢・職業・電話番号)，③内容説明，
④撮影場所,⑤撮影年月日,⑥撮影データ
等を記入すること。

注意事項：労働安全衛生規則に定める安全基準に適

合するものであること。例えば,伐木作業
等に保護帽を着用していない作品は,入選

できないのでご注意ください。

締切：平成2年3月31日（当日消印有効)。

送り先：東京都千代田区六番町7〔〒102]
日本林業技術協会｢第37回森林･林業写真

コンクール」係

作品の帰：入賞作品の版権は主催者に属し,応募作品

属及びネは返却しない｡作品のネガは入賞発表と同

ガの提出時に提出のこと。

審査と：審査は平成2年4月上旬に行い,入選者は

発表会誌｢林業技術」5月号に発表。作品の公

開は随時，同誌上で行う。

審査員：島田謹介(写真家)，八木下弘(写真家)，今

藤洋海(林野庁林政課長)，真柴孝司(林野

庁研究普及課長),若狭久男(全国林業改良

普及協会事業部長),長谷川尭(日本林業技
術協会専務理事)(敬称略・順不同）

主催㈱日本林業技術協会後援林野庁

協会のうごき
i、■：固り

4．9/19～2年2/18,インドネシ

ア，アサハン川下流域緊急治水
プロジェクト，久保哲茂主任研

究員

5．9/24～10/12,ドミニカほか2

カ国，中南米海外林業事前調査，◎支部連合大会
鈴木郁雄理事長

に磐麗-割鰯惑霊議‘9ﾉ25~'0/24,ｲﾝドﾈｼｱ，
連合会，日本林学会関西支部との 産業造林計画調査，蜂屋技術指

導役(10/9まで),伏見理事,小合同大会が開催され，本部から小
泉常務理事が出席した。 路口，森下課長，久道課長代理，

◎番町クラブ例会 金森職員，山口主任研究員

9月26日,本会会議室において 7．9/28～10/8，インドネシア，
大規模森林回復技術開発調査現山崎康平氏（元日本教育医学会副
地調査，大山浪雄主任研究員

会長）を講師として｢心身の健康」◎講師派遣について講演。
◎海外派遣 1.講師：渡辺宏技術開発部長

次のとおり役職員を派遣した。 依頼先：林野庁林業講習所
内容：業務研修土木専門技術

1.9/17～29,オーストラリア，
大規模森林回復技術開発調査現 科空中写真

期間:9/18～20
地調査，岩川幹夫，アテフ（9／2講師：渡辺宏技術開発部長28まで）主任研究員

2．9/17～10/8，オーストラリア， 依頼先；林野庁林業講習所
内容：養成研修専攻科1年次インドネシア，大規模森林回復

技術開発調査現地調査，加藤仁 森林姉則

課長代理，栗田主任研究員 期間210/25～26

39/18～24，パプアニユーギニ ◎調査部・技術開発部関係業務
9月11日，「リモートセンシンア，海外林業事前調査，長谷川

堯専務理雲冨 グ活用手法開発調査」第1回委員
会を本会会議室において開催した。

|日本林業技術協会北海道事務所〒060札幌市中央区北4条西5-1北海道林業会館3階1
iaO11(231)5943",011(251)4151㈹内線20．37FAXO11(231)41921
1東北事務所〒020盛岡市菜園1-3-6農林会館9階念0196(23)8161㈹内線2631
1宮城事務所〒983仙台市上杉2-4-46宮城県森林組合会館㈹宮城県民の山造成会内I
|aO22(223)9263㈲群馬事務所〒378沼田市井土上町462-1aO278(23)43781

林業技術No.5711989.10

◎調査研究部関係業務
19月8日「宮崎県新林業試験

場建設基本計画策定調査」検討
委員会を宮崎市において開催し

た。

29月11日｢保護林設定等基本

調査」本年度第1回委員会を本
会会議室において開催した。
3．9月19日「森林の整備水準・
機能計量等調査」第2回委員会
を本会会議室において開催した。

◎人事異動9月1日付
北海道事務所北見駐在

主任調査員平林彰一

平成元年10月10日発行

林業技術

第571号

編集発行人鈴木郁雄
印刷所株式会社太平社

発行所

社団法人日本林業技術協会
(〒102)東京都千代田区六番町7
電話03(261)5281㈹～7
FAXO3(261)5393
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●森林。林業の発展に，また木材利用促進に寄与で

きれば…の思いを，映像に託してお届けします。
●研修用に／子供たちの課外授業にノー般の方々へ

の普及キャンペーンなどに，ぜひご活用ください。

★記録映画日本の銘木シリーズ(30分） この緑を灰にするな(20分)￥145,000
-山火事を防ぐ－

日本の地すべり(30分)……￥160,000

一

￥40,00016mmVHS,βとも

青森のヒバ ﾁｴﾝｿーとﾘﾓｺﾝ化への歩み(20分)￥100,000￥35,000

★木材に関係する…

￥150,000￥40,000

久杉屋 ￥150,000￥40,000

木材(30分） ￥150,000￥40,000
魚婚繍診をたずねて ￥150,000￥40,000

木への期待(22分） ￥120,000￥40,000
木曽の ヒノキ ￥150,000￥40,000

秋 田 スギ ￥150,000￥40,000 ★伸びゆく国有林

0 よみがえる大地(30分)……￥150,000￥40,000
パイロットフォレストー

★研修・課外授業な 〔英語版〕￥180,000￥48,000

＆り

森林は生きている(50分)…￥260,000￥85,000
1.森のおいたち2.森の生物たち

-億人の森(50分） ￥200.000

’
’
一
’

森林をたずねて(20分)．．…･¥100,000¥35,000 伸びゆく国有林(50分)…．．￥200,000

森林を育てる(20分)……．．￥100,000￥35,000 国有林(25分） ￥120,000

水のふるさと(20分)……･･･￥100,000￥35,000 森林(50分）
北海道の国有林一

￥200,000

奥鬼怒の自然(30分)“……･￥150.000￥40,000

ある担当区さんの記録(50分)￥200,000-

●その他，映画製作・ビデオ製作も行なっております。

●お問い合わせは．…｡．

日本林業技術協会事業部まで。

L至善謹評誇率善人甲本林隷術埼琴醗1:稗塞宇塞l里



コンピュータで解析 各種
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●先端技術で林業をとらえる,日林協のボケコ〃
平
成
元
年

昭
和
二
十
六
年

軽量なうえ携帯にも便利，だから現場作業

に適しています。

‐パソコン，マイコンに比べると，はるか

に安価です。

‐カナ文字採用ですので,見やすく,親し

みやすく,また,一般事務，計算業務な

ど活用できます。
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林道基本設計計算機卯

架線設計計算機

〈特徴》

1画架窄索による集材架線から鯆易索張I)にｲきるまて:|Zl
内で使用きれてし､るほとんどの謁長り〃式の設副計算が

可能です。

睾架線の設計データを人ﾉJするだけこ#,'i度の認､設肩l･

計算啓が作成きれます。

鵡今ま･命|･算が困難だった安全率に応じた雄大使用荷砿
を求める';l･蹴式がプロク鶴ラムされています。

林
《特徴》

‘猟撫辮響競醗嘩赫赫衛ら欝業
必要な数伽を求めることが現地て審易。

．…交角法,州掎角法､切線枝距法,IJu分の一法技
ヘアピン曲線のI没縦呼

雪I翁鵬鰐欝;職靴臘襲騨辨術
るだけで､IX間毎の切取餓,膿上:難の計潔が容易である。面鬮舅機ゴ七斗コンパス飼憧

入ﾉjしたデータをカセットに記臆させること力輌J

,没,;i変災等の再計猟も容易。
ロゲ琴込

また，

能で，
守一一■

《特徴》

i重測鎚也の禰称，測点順の〃位角，商低ｲj,"IMI:!雛のテ
第
五

<‘
－タを人力するだけです

）
‐
Ｉ

唾ソ’

二

．

トボ久一餌

?蛾
子｡

．－戸

瀞〃
〃

灘
ky"-|, （

〒102束京都千代田区六番町7播地
振込銀行/三菱-麹町曾;0067“2
振替/東京3-60448 社団法人日本林業技術協会醗侶昌鬮二睾堅(代表）


	表1

	表2

	1989年10月号目次

	論壇_林業･林産業の振興と木材流通問題

	紙を考える1_技術がパルプ原料を生む

	道路建設が森林に及ぼす影響とその軽減に対する提言

	知られざる雪害-針葉樹の埋雪脱葉現象

	今後のしいたけ振興のあり方-特用林産振興検討会での討議から

	技術情報

	新生_森林総合研究所-課題と目標7_生産技術部_作業技術科

	新生_森林総合研究所-課題と目標7_生産技術部_林業機械科

	木の名の由来19_ニレ

	森への旅7_カツラの樹の変身

	農林時事解説_｢無知｡誤解」こんなものいらない／統計にみる日本の林業_国産材時代のきざし／林政拾遺抄_マツノザイセンチュウ
 
	木と住まいの美学_家の姿と町並み／本の紹介_労働安全のアドバイス／こだま_ニュージーランドの森林・緑づくりを見て

	Journal of Journals

	会員の広場_モデル木造施設「木と暮らしの情報館」

	会員の広場_世界最大のチーク

	林業関係行事一覧

	協会からのお知らせ

	奥付対向

	表3対向

	表3

	表4


